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福 江 充＊

はじめに

越中立山の山岳宗教に関する絵画史料として立山曼荼羅と称される掛軸式の絵図があ

り、 筆者は現在41点の作品を確認している匹

さて、 こうした立山坐荼羅の分類については、 これまで沼四亮氏・日和祐樹氏・川口

久雄氏・林雅彦氏・硲瀬重雄氏・岩恥通明氏等の見解が示されているが、 近年、 立山曼

荼羅の新たな発見が相次ぎ、 それらに見られる様々な表現に対し、 従来の分類が必ずし

も適応できているとは言い難い状況になってきている。

そこで本稿では、 現存する41点の立山坐荼羅を坦材として、 以下、 立山鈴荼羅の分類

について検討を試みたい。

1 • 立山曼荼羅に描かれた事物の分節と名付け

1 -1. 立山曼荼羅諸本の現存状況

立山蕊荼羅諸本の現存状況、 及び各本の索材・形應・幅数(2)・法:l,cC3l・軸裏銘文の有無・

所蔵などに関するデータは第1表に示すとおりである。

さて、 策者は立山坐荼羅に対して以前から、(1)「誰によって描かれたか」、(2)「画面

にはモチーフとしてどのような物語や世界観が表現されているか」 、(3)「(2)を表現する

ために、どのような事物の図像が用いられているか」、(4)「(3)の図像がどのような窄致・

法貸・色彩で描かれ、 画面のどの場所に配四されているか」 といった問俎意識をいだい

てきた。

このなかで、(1)については若干例にすぎないが、作品に記された銘文や落款、あるい

は作品に添えられた寄進状、 作品の制作や寄進に関する事象を記録した文献史料などか

ら判明する場合がある。 (2)と(3)についてはこの後に論述するが、 統計的な手法を用い

た分析により、ある程度の見解を示すことができると考えている。(4)については、制作

者の経験や技術・感性に彩啓されやす＜分析する際の規定が困難なため、 なかなかとり

かかり難い問題である。

とりあえず、第1滋で対象とするのは(3)の問俎だが、立山妥荼羅に描かれている物語

や世界硯については既存の研究成果に委ねるとし、 ここでは、 画面に描かれている数多

くの事物について検討を試みたい。 その際、 宝者は、 画家として全く索人である自分が、
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既存の立山妥荼羅を校写して新しい立山曼荼羅を制作するには、 いかなる方法が有効で

あるかといった発想にもとづいて取り組むことにした。

1-2. 立山曼荼羅の画面区分

立山餘荼羅を校写制作する垢合、 それに含まれるべき各種物語を想條し、 参考作品を

眺めながらいきなり気が向いた場面から該当の図像を描き始めたのでは決してうまくい

かないであろう。 最初は快調に描くことができても図像が増えるに従って次第に手詰ま

りとなり、 画面にうまく収めることができなくなるに違いない。 や はり、 あらかじめ構

図を定め、 画面をおおよそ区分して、 どの場所にどの固像をどれ＜らいの法砒で描くか

といった目安を立てておく必要がある。

さて、 ここで問逗となるのは、 一体何にもとづいて画面を区分するかである。 まず思

いっくのは、 立山衆徒が立山投荼羅を棺那場の信徒に絵解きした際の大まかな内容区分、

すなわち(1)立山開山縁起、(2)立山地獄、(3)立山浄土、(4)芦絣寺布梃泄頂会、(5)立山

禅定登山案内の5つの物語に合わせて区分する方法である。しかし、これは、できあがつ

た作品の内容を絵解きする際にはきわめて効果的な区分けとなるものの、 制作の際には、

(1)立山曲山縁起や(5)の立山禅定登山案内に関する図像を描こうとすると顕著に表れる

ことだが、 一つの物語を成立させるために画面上をあちこち飛び飛びに移動しながら図

像を描き込む必要があり、 あるいは他の問題点として、 一つの図像に対し幾つかの物語

が複合する場合もありひじょうに描き難い。

それではどのような区分が効果的であるか。 現存する41点の立山妥荼羅を見ていくと、

芦餅寺布栢泄項会の内容だけしか描かれていない 『 日光坊A本(1幅）』を除いた他の全

ての作品の基本的な構図は次のような傾向をもつ。 まず、 立山連峰の雄山・大汝山・浄

土山・別山・銀岳といった諸蜂の山並みがあり、 山並みを笈界線として、 その上方には

空の空問、 山並みの下方には山中の空問がある。 そして山中の空問の下方には山麓集落

の空問がある。 そこで叩者は、 立山妥荼羅の画面を第1図に示すように各空問ごとに区

分し、 それぞれの空問を下地マットと考え、 その上にどのような事物の図像を乗せてい

けばよいか、 といった発想で、 空問ごとに該当の図像を描き込んでいけば比較的バラン

スよ＜制作できることを確信した。

実際に、 上記の手順で新しい立山坐荼羅を制作する機会にはまだ恵まれていないが、

そのかわり、 本秘において立山曼荼羅の事物の分節作業にこの発想を活用してい＜こと

にした。 なおその際、 山中の空問については二分し、 一つの領域として藤抵～千寿ケ原

～美女平～ー ノ谷・猫子ヶ恥～弥陀ヶ原～室堂～立山三山などの諸峰までに至る空問を
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第l図：立山埜荼羅の両而区分
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設定し、 もうーつの領域として地獄谷の空間を設定した。 また、 山麓梨落の空問につい

ては、 片貝川流域、 岩蛉寺集落、 横江集落 ・ 千垣集落、 芦耕寺集落に細分化して設定し

た。

再度整理しておくと次のような区分になる。(1)「片貝川流域」、(2)「岩餅寺集落」、

(3)「椛江集落・千垣梨落」、(4) 「 芦蛉寺集落」、(5) 「立山山中一藤柏～千寿ケ原～美女

平～ー ノ谷・獅子ヶ恥～弥陀ヶ原～室堂～立山三山などの諸峰に至る」、(6) 「立山山中

ー地獄谷」、(7) 「立山迎峰上空 」o

1 ー3. 立山曼荼羅に描かれた事物の分節と名付け

立山蕊荼羅を分析・読解するための基本作業として、 まず、 画面に描かれている数多

くの事物のうち219項目を分節し、 それぞれの事物の内容や意味に適した名前を付けた。

この作業に当たっては、 特定の立山妥荼羅からのみ分節 ・名付けを行ったわけではなく、

あらかじめ現存が確認されている41点の立山紐荼羅全作品を一唸し、 栄者の判断で必要

に応じそれぞれの作品から適宜事物を抽出し、 文節 ・名付けを行った。 さらに、 41点の

立山投荼羅全作品を対象として、 前述の219項目の事物について描写の有無を調査した

が、 その結果は第2表に示すとおりである。

表中、 縦軸項目は分節·名付けを行った事物を示し、 その配列は前節の画面区分にも

とづき概ね地域別で進め、(1) 「片貝川流域」
→(2)「岩除寺梨落」 →(3)「横江集落・千

垣集落」
→(4)「芦蛉寺集落」

→(5) 「立山山中一藤抵～千寿ケ原～美女平～ー ノ谷 ・獅

子ヶ昴～弥陀ヶ原～室堂～立山三山などの諸峰」 →(6) 「立山山中ー地獄谷」 →(7)「立

山連蜂上空」の順に配列している。

表中、 横軸項目は立山坐荼羅各作品を示している。

さて、 ここで市者は、 論の展曲においては後先が逆になるが、 函者が分析内容を表と

照合させて見た場合、 理解しやすいように、 また、 下者自身が分析内容の記述をしやす

くするための便法として、 あらかじめ立山曼荼羅各作品の見た目からラフな形で暫定的

に 「 芦絵寺系立山妥荼羅」．「岩餅寺系立山曼荼羅」
． 「その他の立山曼荼羅」 の 3種類に

分類しておいた。

なお、 ここで予者が暫定的に定義付けた 「 芦紛寺系立山曼荼羅」 とは、 画中において

芦蛉寺に関する事物、 すなわち、 楼内地の諸々の宗教施設やその存格、 宿坊群、 祭礼及

びその参加者などに意識が四かれて描かれている作品のことである。 ただし、 必ずしも

これら全ての内容を満たさなくてもよい。 r岩始寺系立山豆荼羅」とは、 画中において岩

絣寺に関する事物、 すなわち、 埃内地の諸々の宗教施設やその灼：格、 宿坊群等に意識が
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四かれ描かれている作品のことである。 ただし、必ずしもこれら全ての内容を満たさな

くてもよい。「その他の立山坐荼羅」とは、芦餘寺や岩蛤寺に対しては、それほど意識が

四かれずに描かれた、どちらかといえば妥荼羅風というよりは山絵図風の趣をもった作

品のことである。

そして、この暫定的な定義にもとづき、表中では向かって左端から芦紛寺系各作品と

して(1)『坪井家A本』. (2) 『来迎寺本』 . (3)『大江寺本」
・ (4) r最勝寺本.I• (5) r多質

坊本』 . (6) r稲沢家本』 .(7) r立山開発鉄迫本』.(8)『記光寺本』 .(9) r大徳寺本J • (10) 

沃仙坊B本J ・ (11)『相真坊B本』·(12)『大仙坊A本』. (13) r宝記坊旧蔵本』 . (14) 

嘔道坊本』. (15) r佐伯家（省次）本」
・ (16) r坪井家B本」

・ (17) I沐且真坊A本」 ・(18)

『宝泉坊本J·(19)『吉祥坊本』 ·(20) 『越中門林本』 ·(21) r窃山限立図苫館本,g·(22)

環蔵坊本J ·(23)『立山町本』 ·(24)『坂木家本J ·(25) r日光坊B本J ·(26)『玉泉坊

本』·(27) r日光坊A本』の順に配四し、次に、岩始寺系各作品として(28)『玉林坊本』 •

(29) r中迫坊本』 ·(30) 『西田美術館本』 ·(31) r桃原寺本』 ·(32) 『伊藤家本』 ·(33)『竹

内家本』 ·(34) 『志脱家本』·(35) r市神神社本』 ·(36)『高橋家［日蔵本』 の順に配四し、

さらに、その他の各作品として(37)「称念寺A本」
・ (38)『称念寺B本J ·(39) 『村上家

本』·(40) r藤純家本』·(41) r称名庵本』 の順に配四した。 その際、各系統問における

作品の配列順については、作品相互の問で構図や圏像に特徴的な類似0ゃ校写関係・制作

方法(5)がうかがわれる作品どうしをなるべく隣り合わせにし、複数本に校写関係が見ら

れる場合はそれらをグル ー ピングして配四した。

同表中、各事物について描写が有れぱ●印で、無ければx印で、判定が困難な場合は

△印で示し、作品別や項目別に統計処理も行っている。 なお、本章では事物の図像の有

無だけを対象とし、図像の具体的な形状や色彩については言及するものではない。

2 • 図像の有無に見る立山晏荼羅であるための条件

2 -1. 立山曼荼羅諸本における事物の描写傾向

第2表に示すように立山及荼羅には様々な事物が描き込まれているが、以下、立山致

荼羅諸本における事物の描写傾向を(1)片貝川流域、(2)岩餘寺集落、(3)横江集落・千垣

集落、(4)芦始寺集落、(5)立山山中一藤栢～千考ケ原～美女平～ー ノ谷 ・獅子ヶ昴～弥

陀ヶ原～室堂～立山三山などの諸峰、(6)立山山中ー地獄谷、(7)立山連峰上空の地域順

に検討していきたい。

(1)片貝川流域

第2表において、縦軸のNo.001~004の図像は片貝川流域と常願寺） IIを舞台として描

r、
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かれ、 特にNo.001~003 の図像は立山併j山伝説の一場面を構成している。 これらの図像

は、 芦蛉寺系立山蕊荼羅においては強く意識され、 それに比べ岩絣寺系立山妥荼羅にお

いては意識が希菊で、 その他の立山坐荼羅においては全く意識されていない。

(2) 岩峠寺集落

No.005~017の図像は岩蛉寺集落を舞台として描かれている。これらの屈像は、岩除寺

系立山錢荼羅においては強く意識され、 特に 「御社坑」
．「拝殿」

．「講堂j の図像は明確

に描かれている。 ー方、 芦蛉寺系立山曼荼羅やその他の立山径荼羅において岩埒寺集落

は全体的な表現として必ず描かれているが、 例えば 「御社坑」
・「拝殿」

．「講堂」 などの

細部の図像は曖昧に表現されている。

(3)杭江集落・千垣梨落

No.018~024 の図像は横江集落と千垣集落を舞台として描かれている。 これらの図像

について、 立山関山伝説に関するもの、 すなわち、 熊を射る佐伯有頼（あるいは手負い

となって逃げる熊を追う佐伯有頼）や白屈の図像は芦絣寺系立山曼荼羅、 岩餅寺系立山

妥荼羅、 その他の立山坐荼羅のそれぞれのなかである程度意識が四かれているが、 それ

以外の図像については芦餅寺系立山妥荼羅と岩餘寺系立山錢荼羅においてはある程度意

滋が訳かれているものの、 その他の立山蔓荼羅においては、 それよりもやや意識が低い。

(4)了々
・

紺弁寺集落

No.025~081 の図像は芦始寺梨落を舞台として描かれている。 これらの図像は芦蛉寺

系立山曼荼羅においては強く意識され、 そのなかでも特に 「布栢椛頂会」 に関する図像

は重点的に描かれている。 ー方、 岩蛤寺系立山妥荼羅やその他の立山妥荼羅においては

芦紛寺集落が全体的な表現として必ず描かれ、 さらに 改儡堂」や 「布柏」などの芦紛寺

ー山の中核施設の図像も簡潔に描かれるが、 それ以外の内容については全く描かれてい

ない。

(5) 立山山中 酎U;-千かケJ点～文女平～ーノ谷・偏子ヶ�.\-弥陀ヶJJ;(-:i濱：-Jl山三山などの ，沼•r,

No.101~ 161·No.216~219 の図像は、藤柄～千寿ケ原～美女平～ー ノ谷、獅子ヶ鼻～弥

陀ヶ原～室堂～立山三山などの諸峰を舞台として描かれている。 No.122~125の図像は

立山開山伝説のクライマックスの場面である。 No.122 「立山OO山伝説における玉殿窟の

場面、 あるいは窟自体」の図像は、 芦始寺系(1)~ (26)、 岩絣寺系(28)~ (36)、 その他の

(37)·(38)·(40)·(41)に描かれ、 全作品41点中39点で約95%の確立となり立山曼荼羅

であるための必携要索といえる。 なお、 この図像が描かれていない作品は、 全体画面が

布柏椛頂会の図像だけで構成されている(27)と、 元来は複数幅の作品であったものが現

在はその一部の幅だけ残っている(39)である。 No.123 「玉殿窟に顕現した矢疵阿弥陀如

s
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来、あるいは矢疵がない阿弥陀如来、俯など」 の図像は芦絣寺系(1)~(4)·(7)~(23)、

岩除寺系(28)~ (33)·(36)、その他の(37)·(40)に描かれている。 No.124「玉殿窟に顕

現した不動明王」 の図像は、芦始寺系(1)·(5)~(8)·(10)~(23)、 岩餅寺系(36)に描か

れているが、芦耕寺系作品で強く意識され、 それ以外の系統作品では意識が弱い図像で

あることがわかる。 No.125 「阿弥陀如来顕現の孟験にひれ伏す佐伯有頼」 の図像は、芦

絣寺系(1)~ (25)、 岩除寺系(28)~ (33)·(36)、その他の(37)·(40)に描かれている。 神

仏分離令にもとづ＜廃仏毀釈の影密を受け、神迫色を強く打ち出した図像内容をとって

いる(26)や、全体画面が布栢泄頂会の図像だけで構成されている(27)、木版の立山禅定

登山案内図を拡大校写して制作した(35)、称名庵の縁起を主要なモチーフとした(41)で

は、立山開山伝説に対する意識は弱いようである。No.105~119の図像は立山の女人禁制

伝説に関するものである。No.105「材木坂」 の図像は、芦餘寺系(1)~(26)、岩紛寺系(28)

~ (31)·(33) ~ (36)、その他の(37)·(38)·(40)·(41)に描かれ、全作品41点中39点で

約92%の確立となり立山曼荼羅の画中においてはかなり立要な図像といえる。No.106と

No.107は一対的な図像で、芦除寺系(1)~(2)·(7)~(19)·(21)~(26)、 岩絣寺系(28)

~ (31)·(33) ~ (36)、その他の(38)·(41)に描かれている。 なお(37)には 「 禿杉J の図

像だけ描かれている。No.118とNo.119も一対的な図像で、芦始寺系(1)·(7)~ (19)·(21) 

~(26)、 岩絣寺系(33)~(36)、その他の(38)·(41)に描かれている。 なお、(2)には「女儡

石」 の図像だけ、(37)·(39)には 「鏡石」 の図像だけが描かれている。 また、(3)~(6)·

(20)·(27)·(28) ~ (32)·(40)においては、全く描かれていないか、あるいは何らかの

図像が描かれていても識別できない。 No.108·No.112·No.114·No.136~142·No.

155~ 157·N o.161の図像は称名滝や立山連峰の諸峰、獅子ヶ鼻、立山温泉など、立山の

自然栄硯に関するものである。 No.108 「称名滝」 の図像は芦絵寺系(1)~ (26)、 岩除寺系

(28) ~ (31)·(34) ~ (36)、その他の(37)~(41)に描かれ、全作品41点中39点で約95%の

確立となり、立山曼荼羅の必携要索といえる。 No.136 「雄山」 の図像は(27)以外、全て

の作品に描かれ、立山曼荼羅にとっては最も重要な囮像である。 No.140 「浄土山」 の図

像は芦絣寺系(1)·(2)·(4)~ (26)、 岩絣寺系(28)~ (31)·(33) ~ (36)、 その他の(37)·

(38)·(41)に描かれている。 No.141 「別山」 と「姻岳」 の図像は、(1)~ (26)、 岩絣寺系

(28) ~(36)、その他の(37)·(38)·(41)に描かれている。 これら 4峰の図像は87%以上

の確立で描かれ、立山曼荼羅にとっては重要な図像といえる。 No.139 「臼士形」 の図像

は、芦絣寺系(7)·(10)·(13)~ (19)·(21)·(22)·(26)、岩蛤寺系(32)·(35)、その他

の(39)に描かれている。 No.161 「立山温泉J の図像は芦絵寺系作品には描かれず、 岩耕

寺系(29)·(33)~(35)、 その他の(41)に描かれている。 No.102·No.111·No.120·No.

， 
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128~ 135·No.143~ 146·No.148の図像は立山山中の施設の図像である。このなかで、No.

120 「室堂」 は(27)·(32)以外全ての作品に描かれ、 また、 No.135 「立山頂上社殿」 も(27)

以外全ての作品に描かれ、いずれも95%以上の確立で、立山妥荼羅においては極めて重

要な図像である。 さらに、 No.102 「藤柄」·No.130~ No.133 「ーノ越～四ノ越」·No. 「別

山の堂舎」·No.148 「姻岳の塔（自然の塔）」のいずれの図像も、約87%以上の確立で描

かれ強く意識されている。 No.112~ No.116は一ノ谷の鎖禅定に関する図像である。 No.

112 「ーノ谷の鎖場」 の図像は、 芦餘寺系(2)~ (4)·(6) ~ (26)、岩紛寺系(28)~(36)、

その他の(37)·(38)·(40)·(41)に描かれ、全作品41点中37点で約90%の確立となる。

さらに No.113 「ー ノ谷の鎖場を登る禅定登山者 」 の図像は、 芦絣寺系(2)~ (4)·(6) 

~(25)、 岩始寺系(28)~ (32)·(34)、その他の(37)·(38)·(40)·(41)に描かれている。

No.114 「獅子ヶ応の図像は、 芦蛉寺系(1)·(4)·(7)~ (20)·(24) ~ (26)、岩蛉寺系(28)

~ (30)·(32)·(34)·(35)、その他の(37)·(41)に描かれている。 No.115 「弘法大師の

函序供i'<i J の固像は、 芦蛉寺系(4)·(7)·(13)·(17)~ (19)·(21)·(22)·(24)、 岩蛉

寺系(28)·(29)に描かれ、その他の作品には描かれていない。 No.116 「扇掛けの松」 の

図像は、 芦蛉寺系(1)~(3)·(7)·(9)~(16)·(18)~(25)、岩蛉寺系(28)~ (30)·(32) 

に描かれ、その他の作品には描かれていない。 No.151·No.147は 「立山山上で礼拝する

人物」の図像である。 No.151 「立山頂上社殿で礼拝する禅定登山者」の函像は、 芦絣寺

系(2)·(4)·(8)~ (16)、岩除寺系(29)·(31)、その他の(40)に描かれている。 No.147 「別

山山頂から姻岳を礼拝する禅定登山者 」 の図像は、 芦蛉寺系(2)·(3)·(S)~ (10)·(18)· 

(19)·(21)·(22)·(24)·(26)、岩蛉寺系(30)に描かれ、 芦絣寺系作品ではある程度意

識されているが、 岩絣寺系やその他の作品では意識が弱い。

( 6 )立山山中 地瓜谷

No.162~209の図像は立山地獄に関するものである。これらの図像については、芦餅寺

系立山坐荼羅においては他の六道十王図などに見られる既存の多くの図像を用い、かな

り具体的かつ執拗に描かれている。 ー方、岩蛤寺系立山妥荼羅においてもある程度詳細

に描かれているものの、 芦蛉寺立山曼荼羅よりも図像数は少なく、 画面空問に対する図

像密度から捉えても若干希蒋なイメ ー ジを与えている。 その他の立山妥荼謹においては

坐荼羅的というよりは山絵図的な要索が強く、地獄の場面に対して意識こそあれ、具体

的な屈像表現となるときわめて希菊である。

(7)立山上空

No.210~215·No.126· No.127の図像は立山上空を舞台として描かれている。 このう

ち、立山浄土の表現は作品41点中35点に描かれ、その確立は約85%である。 岩絣寺系立

10 
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山蕊荼羅とその他の立止蕊荼羅には飛天の図像が描かれていない。

2 ―2. 図像の有無に見る立山曼荼羅であるための条件

立山餘荼羅41点の作品中39点以上の作品に見られる図像には (95%以上の確立）、 No.

108 「称名滝」·No.120'室堂（小屋）」 · No.122 「立山開山伝説における玉殿窟の場面、

あるいは窟そのものを表す図像」 ·No.135 「立山頂上社殿（立山峰本社）」 ·No.136 「雄山」

がある。 なお、 これらの函像が見られない立山蛭荼羅は、 布椅泄頂会の場面だけを描い

た 『 日光坊A本 ( 1幅）J と、 本来は複数幅だったものが現在は 1幅だけ残っている『村

上家本』である。

立山投荼羅41点の作品中33点以上の作品に見られる図像には(80%以上の確立）、 上記

の区］像に加えNo.005 「岩l硲寺の集落（全体的な表現）」 、 No.025 「芦絣寺の集落・淡内地

（全体的な表現）」 ·No.039 「布栢」 ·No.041 「女儡堂」 ·No.102 「藤栢」 ·No.105 「材木坂」
．

No.106 「 美女杉」 · No.107 「禿杉」 ·No.112 「ーノ谷の鎖場」 ·No.113 「ーノ谷の鎖場を

登る禅定登山者」 ·No.125「阿弥陀如来顕現の孟験にひれ伏す佐伯有頼（慈典上人）」 ·No.

130 「ーノ越」 · No.131 「ニノ越」 ·No.132 「三ノ越J · No.133 「 四ノ越」 · No.140 「浄土

山」 ·No.141 「別山」 ·No.142 「姻岳」 ·No.146 「別山の堂舎」 ·No.148 「姻岳の塔（自然

の塔）」 ·No.187 「血の池地獄 」 ·No.205 「1tの河原」 がある。

立山曼荼羅41点の作品中29点以上の作品に見られる図像 (70%以上の確立） は第3 表

に示すとおりであるが、 上記の図像に加え No.018 「 白瓶 」 · No.019 「熊を射る佐伯有頼、

あるいは手負いとなって逃げる熊を追いかける佐伯有頼」 ·No.020 「矢を射られた熊」
．

No.043 「宿坊家や門前百姓家の集合体（芦除寺）」 ·No.123 「玉殿窟に顕現した矢疵阿弥

陀如来、 あるいは矢疵のない阿弥陀如来、 仰など」 ·No.129 「祓堂」 ·No.145'浄土山の

堂舎」 ·No.173 吋可毘至大地獄 の鉄車（火車 ）」 ·No.197 「畜生道」·No.204 「針山地獄（銀

岳）」 ·No.206 「在の河原の地蔵菩薩」 ·No.207 「衣の河原で石籾みをする子供たち 」 ·No.

214 「 月輪」 がある。

上記の傾向から、 ある絵画史料が立山曼荼羅であるために最低限度描かれていなけれ

ばならない図條は、 雄山と立山頂上社殿・室堂・称名滝・立山開山伝説における玉殿窟

の場面であることがわかる。 そして、 以下の内容が充実するほど、 より立山曼荼羅らし

くなる。

A. 山麓の集落

岩蛤寺の集落と芦絣寺の集落・災内地が全体的な表現として描かれている。 ただし、

そのなかで特に芦餘寺については布栢と娼堂が象徴的に描かれている。 以上の図像につ

11 
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いては、必ずしも細密な描写でなくてよい。

B. 立山開山伝説

熊を射る佐伯有穎、あるいは手負いとなって逃げる熊を追いかける佐伯有頼が描かれ

ている。 また、立山開山伝説においてクライマックスの場面の舞台となる玉殿窟が描か

れ、 そこに顕現した矢疵阿弥陀如来とその孟験にひれ伏す佐伯有頼（慈典上人）が描か

れている。

C. 神定登山名所と難所修行

禅定登山道の名所として藤柏・材木坂・美女杉・禿杉・称名滝が描かれている。 難所

修行の場面として一ノ谷の鎖場と同行場を登る禅定登山者が描かれている。

D. 山岳と山上滋含

雄山と立山頂上社殿・浄土山とその堂舎・別山とその堂舎及び硯ケ池・姻岳とその自

然の塔が描かれている。 なお、 雄山については、稜線に沿って祓堂やーノ越から四ノ越

が描かれている。

E. 室棠

室堂小屋が描かれている。

F. 立山地獄

阿毘至大地獄の鉄車（火車）•血の池地獄・在の河原・畜生迫・針山地獄（姻岳）が描

かれている。 阿毘至大地獄の鉄車は例外であるが、現地の地形や尿覗にもとづく地獄が

第一義的なものとして描かれている。

2 ー3. 芦耕寺系作品の画面において含有率が高い図像

前節で暫定的に芦蛉寺系立山餞荼羅と見なした27点の作品中、 全作品に見られる図像

は、 No. 025 「芦蛉寺の集落・楼内地（全体的な表現）」である。 また、26点の作品に見ら

れる図像は、上記のNo.025に加え、No. 039「布柏」 ·No.105「材木坂」 ·No.108「称名滝」
．

No.120 「室堂（小屋）」 ·No.122 「立山開山伝説における玉殿窟の場面、あるいは窟その

ものを表す図柄」·No.135 「立山頂上社殿」·No.136 「雄山」·No.141 「別山」·No.14 2 「剣

岳jである。

ところで、 芦絣寺系27作品のうちの1 点としている r 日光坊A本(1幅）』は、布栢椛

頂会の場面だけが描かれた特異な作品である。 これを立山投荼羅として位四づけるか否

かは今後まだまだ検討の余地があろう。 それゆえ、26点の作品に見られる図像は、実質

的には全ての芦始寺系作品に含まれたものといってよい。

続けて、22点以上の作品に見られる図像(80%以上の確立）は第4表に示すとおりで

12 
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ある。 傾向としては、 当然のことながら芦紛寺の集落や楼内地及びそこで行われる祭礼

に関する図像が重視されており、 また、 地獄の場面については、 在の河原や姻岳の針山

地獄 ・ 血の池地獄 ・ 畜生迫など、 立山山中の実袋観にもとづ＜図像が重視されている。

獅子ヶふ:, ・ 一ノ谷の鎖禅定に関する図像も比較的重視されている。

2-4. 岩耕寺系作品の画面において含有率が高い図像

前節で暫定的に岩蛉寺系立山曼荼羅と見なした9点の作品中、 全作品に見られる図像

は、 No.005 「 岩絵寺集落（全体 的な表現）」·No.010 「拝殿（岩除寺）」·No.013噂者末社

（岩始寺）」·No.014 「宝塔（岩餅寺）」·No.016 「宿坊家や門前百姓家の集合体（岩耕寺）」
．

No.112 「ーノ谷の鎖場」·No.122 「 立山開山伝説における玉殿窟の場面、 あるいは窟その

ものを表す図像」·No.135 「 立山頂上社殿」·No.136 「雄山」·No.141 「別山」·No.142「姻

岳J·No.146 「別山の堂舎」·No.148 「姻岳の塔 」·No.157 「別山の硯ケ池」·No.158 「 山

中諸堂舎」 の図柄である。

さらに、 7点以上の作品に見られる図像（約78%以上の確立）は第5 表に示すとおり

である。

2 一5. 芦耕寺に関わる事物の図像以外で、 芦耕寺系作品には見られるが、 岩絣寺

系作品には見られない図像

芦紛寺に関わる事物の図像以外で、 芦絣寺系立山晏荼羅には見られるが、 岩絣寺系立

山妥荼羅には見られない図像には次のものがある。 No.002 「［松狩りに出かけた佐伯有

頼」·No.003 「烈狩りに出かけた佐伯有頼の家臣」·No.024 「三途の川に架かる栂」·No.

101 「三途の川 ・ 死出の山の迫標」·No.103 「藤椅を渡ろうとする道元禅師」·No.104 「藤

柏の猿」·No.117 「弥陀ヶ原の籾孟田」 、 No.149·No.150 「姻岳の資人（女性 ・ 男性）」
．

No.153 「天狗姿の金蔵坊」·No.154 「 天狗山の天狗」· No.160 「 '盈烏などの、鳥類」·No.

176 「獄卒が亡者に釘を打ち込む 」·No.180 「 記が亡者を製う（記地獄）」·No.181 「 刀葉

林地獄」·No.199 「片袖幽孟説」·No.203 「施餓鬼法要会に結縁する蓮を被った人物J·No.

212 「飛天」 などである。

2 一6. その他の作品の画面において含有率が高い図像

前節で暫定的にその他の立山餘荼羅と見なした5点の作品中、 全作品に見られる図像

は、 No.108 「称名滝」·No.120 「室堂（小屋）J·No.129 「祓堂」·No.130 「ーノ越J·No.

131 「ニノ越」· No.132 「三ノ越」· No.133 「 四ノ越」· No.134 「五ノ越」·No.135 「 立山
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頂上社殿」·No.136 「雄山」·No.138 「山中諸堂社」である。

さらに、 4 点以上の作品に見られる図像（約SO%以上の確立）は上記の図像に加え第

6表に示すとおりである。

2 ー7. 立山曼荼羅の図像描写による表形分類

2 ー7-1. 方法の概略

前節で、41点の立山投荼羅全作品を対象として、219項目の事物について描写の有無を

調査し、描写が有れば ●印で、無ければx印で、判定が困難な楊合は△印で示し、一認

表（第2表）を作成したが、次に、 この表をもとに立山曼荼羅どうしの類似度を求め一

捻表（第7表）を作成した。 なお、第7表の具体的な作成方法を説明しておくと、例え

ば、I
・

坪井家A本 J とr来迎寺本 』 は、 219項目中 162項目の有・無・判別不能（● . X. 

△)が一致しており、 1627219=73.9%の類似度であるとみなす。 同じように 41点の立

山坐荼羅全作品を総当たりで対比し、各作品どうしの類似度を調査した。

さらに、第7表で示す各作品どうしの類似度数をそれぞれ 100%から差引き、非類似度

数を求め、これをもとに樹形図（第2図〔ウォ ー ド法による〕）を作成した。 同図の縦軸

は類似の度合いを表す指椋で、値の小さい方が類似性が硲いことを表し、横軸の項目は

立山位荼羅各作品を表している。

2-7 一2. 樹形図の内容

第2医を見ていくと、立山曼荼羅各作品はA群とB群に大き＜二分されている。 まず、

A群については、芦蛤寺布栢淮頂会に関する図像を含む作品ばかりで、従来の研究では、

いわゆる芦絣寺系立山紐荼羅か、あるいは布柏泄頂会の図像を含むその他の寺院系立山

餘荼羅と位四づけられてきた作品群と巫複している。 ただし、A群の一迎の作品中、唯

ー布柏罹頂会の場面が描かれていない 『玉林坊本』については、従来の研究では岩餘寺

玉林坊との関係が確認でき、岩絣寺系の作品として位四づけられてきたものである。 そ

れゆえ、筆者としては、A群に ＇
・

玉林坊本 』 が）函することに対し迩和感を立えているが、

その保屈理由の分析は現段階ではできていない。

次にB群について見ていくと、その総体的な傾向はつかめないが、下屈構造を見てい

くとB-1群とB-2群に二分されている。

このうちB-1群は、従来の研究ではいわゆる岩餅寺系立山曼荼羅か、あるいは岩耕

寺系立山曼荼羅
“
的

”
なものとして位四づけられてきた作品群と重複している。 ただし、

B-1群の一連の作品中、唯一布橋椛頂会の図像が含まれている 『坪井家A本.Jについ

14 



祁i江 充／立山曼荼羅の図條描写に対する禁礎的研究

第2図：立山蕊荼羅全作品を対象とした非類似度樹形図（ウォード法）
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ては、 従来の研究では、 その軸裂の銘文から芦蛉寺教順坊や文政期に芦蛤寺に在住した

真言岱記涸との関係において成立した作品であることが確認でき、 芦餘寺系の作品とし

て位四づけられてきたものである。 それゆえ、 宝者としては、 B-1群に『坪井家A本 J

が屈することに対しても、 前述の 『玉林坊本 』 の場合と同様、 違和感を立えているが、

その婦屈理由の分析についてもやはり現段階ではできていない。

ー方、 B-2群は、 従来の研究で位置づけられてきた芦除寺系・岩始寺系• その他の

寺院系といった各系統に屈する作品が混在する一群であり、 いわば見た目では類別が困

難な作品が屈している一群ともいえよう。 そして同群はさらにB-2-1群とB-2

―2群に二分されている。

B-2-1群の 『坂木家本』と 『日光坊B本』は、 それぞれ芦餅寺福泉坊と芦餅寺日

光坊との関係が確認でき、 また、 構図や図像には神仏分離令による廃仏毀釈の彩翌が強

く見られ、 例えば布柏椛頂会のかわりに立山大祈祭の図像が描かれていることなどから

も、 従来の研究では芦蛉寺系の作品として位四づけられてきたものである。

B-2-2群は多種多様な作品群といえるが、 総体的な傾向としては、 曼荼羅風とい

うよりは立山禅定迫を強く意識した山絵図風の趣が強く表れた作品が多く含まれている。

さらに同群はB-2-2-1群とB-2-2-2群に二分されている。

このうち、 まず、 B-2-2-1群に属する作品を見ていくと、 r志脱家本 』 と『市神

神社本 』 は、 岩蛤寺が刊行した木版の立山禅定登山案内図を拡大校写したものであり、

従来の研究では岩蛤寺系の作品として位四づけられてきたものである。 『｝磁裔家旧蔵本 』

は、 軸裂の銘文から岩餅寺中道坊との関係が確認でき、 総体的には岩絣寺系の作品とし

て位四づけるべきであろう。 r玉泉坊本』は芦蛉寺玉泉坊との関係が確認でき、 また、 芦

絣寺雄山神社の姿内地が強調して描かれており、 従来の研究では芦絣寺系の作品として

位四づけられてきたものである。 r称念寺A本」と r称念寺B本』は浄土真宗本願寺派の

寺院である称念寺に所蔵されるもので、 従来の研究ではその他の寺院系の作品として位

四づけられてきたものである。

次に、 B-2-2-2群に］函する作品を見ていくと、 r日光坊A本 』 は芦絣寺日光坊と

の関係が確認でき、 また、 布柏泄頂会の場面だけが描かれた特異な作品であるので、 従

来の研究では芦始寺系の作品として位四づけられてきたものである。 『称名庵本』は称名

庵とその守忍仏である如意輪観世音菩薩の顕現を物語る 「称名庵縁起j が坐荼羅風に描

かれたもので、 従来の研究ではその他の寺院系の作品として位四づけられてきたもので

ある。 『村上家本 J と 『藤縄家本 」 については来歴が不明で構図や図像も独特なため、 従

来の研究ではその他の系統の作品として位四づけられてきたものである。
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3 • 立山曼荼羅の横図・図像と制作者

3 -1. 立山曼荼羅の措図・図像と制作者

第1章と第2章では、ある絵画史料が立山妥荼羅として成立するために、 その画面（い

わばハ ー ドウェア）に描かれる 「内容」 （いわばソフトゥェア）を詳細に分析し、 さら

に、 各妥荼羅の画面に含有される内容を相互比較し、「内容」の有無だけに依拠した立山

蕊荼羅諸本の表形分類を試みた。

ー方、 絵画はそれを観る人に対し、 画面に表現された 「 内容」そのものだけでイメ ー

ジを与えているわけではない。 むしろ、 その 「内容」を表現するための素材として具体

的にどのような図像が創作・描写されているか、 あるいは他の絵画から採取されている

か、 さらには、 それがどのような筆致や法拭、 色彩で描写されているか、 といった技巧

的な面から生じる要索が、 絵画を観る人に大きなインパクトやイメ ー ジを与えているの

である。

さて、 第3章では、 本来的にはこのような要索に対して検討を試みる必然性があるの

だろうが、 これらは立山投荼羅の制作者が個々にもつ経験や技術・感性に彩愕されやす

く、 分析する際の規定が困難なためなかなかとりかかり難い。 ましてや、 立山坐荼羅の

場合、 技巧的な問題の根本である制作者の面から検討を試みようとしても、 軸裏の銘文

などで制作者が判明している事例そのものが僅少である。 さらに、 仮に制作者名が判明

していても、その事例を検討すると(6)、そのほとんどの場合は立山衆徒の描写によるもの

ではなく衆徒以外の外部の人々、 それも索人や無名の絵師たちによるもので、 これを進

めて具体的な人物像や絵師としての系證を解明し、 筆致などの分析に役立てていこうと

することは、 現況では不可能に近い。

ただし、 このような実態は別の面では、 立山曼荼羅の制作過程でそれにかかわる人々

として 「発願者」
．「発注者」

・「実際に絵を描く人」
．「受納者」 ．「活用者」の存在を認識

させるとともに、 制作時において第8表に示すように、 これらの人々のかかわり方次第

で、 画面の棉図や図像にいろいろな彩密が表れる可能性を示唆している。 すなわち、 立

山妥荼羅諸本の構図や図像を詳細に見ていくと、 その大勢は立山信仰の伝播者である衆

徒側の意滋にもとづいて描写されるが、 なかには実質的な制作者である絵師の意識や立

山信仰の受容者である柏那場の信徒たちの意識にもとづいて描写されたと推測される部

分も多分に見られる。 そして、 こうした事態が生じる理由は、 立山妥荼羅の制作を依頼

された絵師や立山信仰の受容者である祖那場の信徒たちが、 必ずしも衆徒側の期待どお

りに制作時の注文や教化内容を受けとめてくれるとは限らないからである。 絵師や信徒

の関心の持ちようで理解も変わってしまうことがある。
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さて、 立山致荼羅の制作者に対する以上の予測にもとづき、 第3汚では立山妥荼羅諸

本の構図や図像の所々に顔を覗かせている制作者の意識について、 具体的な事例を示し

ながら検討を試みたい。

3 一2. 立山曼荼羅と立山開山縁起の諸本ー王殿窟の場面に表れた制作者の意識

第2菜で、 ある絵画史料が立山妥荼羅であるために最低限度描かれていなければなら

ない図像の一つとして、 立山開山緑起における玉殿窟の場面を指摘したが、 その多様な

描写状況については第9表に示すとおりである。

さて、 同場面の構図やそれを成立させている各事物の固像は、 制作者が立山閑山の由

来を記した諸緑起にもとづくか否か、 また、 もとづくとすればどの縁起を対象とし、 ど

の程度か、 といったことに大きく左右されているようである。 これを逆に捉え、 ある立

山蕊荼羅の玉殿窟の場面に、 ある縁起の影牒が見られたなら、 その縁起に対して何らか

の関係を持ち得た人物が制作者であった可能性も祐iいといえよう。 あるいは、 どの縁起

にも全くもとづかずオリジナル性が硲い構図や図像を持つなら、 その立山曼荼羅の制作

者は諸緑起とは縁遠い人物であった可能性が高い。

いわゆる立山開山緑起には、 r類深既験抄J (鎌倉時代編簗）や i
・

伊呂波字類抄』 十巻

本の 「立山大菩薩顕給本緑起」 （鎌合時代培補）• 『神道集」巻4の 「越中立山権現事」 （南

北朝時代編邸） . r和渓三オ図会』 （江戸時代正徳期頃の編邸）などが見られ、 この他、 芦

絣寺と岩紛寺にも、 宿坊衆徒や社人により江戸中期から末期にかけて製作された 「立山

大緑起」 や 「立山小緑起」
．「立山略縁起J • 

「立山手引草」 などが数点見られる。

こうした諸緑起のうち、 立山曼荼羅の制作に最も彩啓を与えているのは、 立山衆徒 が

製作した 「立山大緑起」 や 「立山小緑起」
． 「立山略縁起」

． 「立山手引草」 である。 そこ

で、 以下、 立山曼荼羅諸本に描かれた玉殿窟の場面の構函や図像の傾向について、 諸縁

起に記された玉殿窟の場面の内容と照合しながら検討を試みたい。

まず初めに、 諸緑起の内容を見ておきたい。

A. 立山大緑起（椛教坊本・芦絣寺ー山本） (;)

熊青岩流血、 入万俣之宝窟是也。 見此窟、 我射所之矢、 金色之弥陀如来御胸誤。 千時、

掬弓矢、 合掌、 切妥笈捨、 傾頭、 紅涙良久。 金容早生身阿弥陀如来、 親奉拝、 則栄冥加

之教勅。 仇之、 宿苦内窯、 新顧発外。 蓋浄戒持木刃、 亦生仏行欲全鉢。

B. 立山略粒起(8)

高山に登り、 岩揺に向ひ玉ふに、 熊殷一度に彼玉殿の応に入、 熊ハ生身の阿弥陀如来と

現じ、 郎ハ大聖不動明王と現れ玉ヘバ、 忽に森の内外、 如来の大光明二照され、 則、 極
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楽浄土を有頼ハ親に拝し奉り、肝に銘じ、 蕊髪を切捨、 紅涙し玉ふ時、 立山両大権現、

生身の御声より、 我此所二五百歳経といへ共、 衆生未知ずの所、 今此山を開基し、 末世

濁悪の衆生を済度させんがため、 此峯へさ花引也。

C. 立山略粒起（相兵坊本） (9) 

妥に一個の窟あり、 兼て尋る熊殷一度此窟の中に入にける、 有頼公喜ひ、 今迄多くの辛

苦を釈し労を費したる名島手二振る事、 更に疑なく、 該窟へ近く進シ玉ふ、 嗚呼不思議

なるかな、 窟の内外光明輝々として六合に通れり、 有頼公驚き窟の内を短へ玉ヘハ、 麓

に於て熊に射玉ひし箭ハ金色生身の阿弥陀の胸二逆立、 血汐染々と流）レあり、［松ハ則ち

大型世芍不動明王と現れ玉ふ、 天より諸仏菩薩囲話し、 麻伽妥陀羅の花ハ降り散セハ、

極楽浄土二異ならす、 是ハと1務き、 吾こそハ凡眼愚絵の芸彫く、 滅に、(ふ獣と思ひ、 仏身

を磁し、 是ぞ五逆重罪の大悪人と、 弓箭〇投捨、腰刀抜きて妥髪を切り、 綾羅錦の衣裟

を捨、 只一心二低頭悌泣し玉に、 此の時紫雲に乗り玉ひ、 諸仏菩睦ハ不残遠婦本土し玉

へる、跡に有頼黙然として居玉へしに、次第二身体疲れ、是迄角岩木根二軽セし疵口益々

痛出、 起居自由も難成、 唸吾こそハ如何すへき、

D. 立山緑起（岩峙寺延命院本） (10)

熊者育厳二流 』血、 而入二万匁之宝窟ー玉殿岩届是也、 見レニ此窟三者、 我所 ン 射之矢、 誤

匹金色阿弥陀如来ノ御胸ニー、 子時拠二弓箭一合只店、切二垢髪』瓦頭、 紅涙良久シ、全容

早ク陸、 親拝二生身之弥陀ヲー、 則菜二冥加之教勅ー、 依i之宿善内薫、新願外発、 蓋持二浄

戒木刃ー、 欲 ン行二生仏全体ナルヲー、 麓有ニーノ聖跡ー、 名テ称二五智寺一薬勢上人建立足

也、

E. 立山小粒起（岩絣寺雄山神社本） (11) 

則有匹宝所ノ在ルー、 碧巌淡テ レ血ヲ入ル＝大宝窟ニー、 然メ彼ノ白屈ハ碗飛二在天ニ ー舞

フニ五鈷峰ニ ー、到リニ岩窟ニ一来ル、労髭卜如ク レ見ルニ孟山ノー会ヲー、諸仏救フ レ世ヲ者

住シニ於大神通ニー、為ノ＄むに衆生ヲ＿故、現スニ無絨ノ神カヲ＿、如ニク経文ノー、六種磁

動シ、 地皆金色ナリ、 金容森之卍、胸二所ノ レ中シ熊之矢穿テ窃）レニ定印ニ一也、 於テ 砂己

二拗チニ弓箭ヲー、 以テニ個＼鋸ヲー薙ル三辰髪ヲー、 叩ヲ 』頭ヲ紅涙合掌百礼ス焉、

F. 立山手引：,7_((12)

件ノ熊ハ百巌二血ヲ流シテ万傍ノ宝窟卜申テ此ノ玉殿岩屋二入時二弓矢ヲナケ捨テ玉ヘ

テ百純ノ刀ノサヤヲ破テカケ入リ見玉フニ熊ハ更二不見案二相遥シテマノアタリニ仏身

現サセ玉ヘリ不思誠ヤトマユヲヒソメ玉フ内二六種震動スレハコハ何ント岩屋ノ内ヲ見

玉フニ皆七宝ノイサゴヲチリバメ金縄ヲ引キ諸仏菩薩四衆八部十方ヨリ来ラセ玉ヘテ三

市合掌シ玉フモアリ又ケコフドフバンヨウラクヲ持チ玉ヘテ各々ノ三昧ヲ現シ或ハ配空
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二住シ或ハ師子ノ座ニザシ或ハ七葉ノ蓮花二坐シテ光明方八千土ヲ照らシ給ヘハ我レ聞

クコ＞ガ西方浄土力又ハー乗開會迫場二来リテ涌出法塔ノ化仏 ニアイ奉ルト云者ノカト

カツカウノ涙タヲ止メ玉ヘテック＞中埒拝ミ奉リ玉フニ麗ニヲヰテ熊卜思シ召シテ射中

シ矢生身ノ阿弥陀如来ノ御正鉢二深クタチ金色ノ御胸ヨリ定印迎花座二至ルマテ血流レ

テ紅ナリ時二身ノヲキ所モナク御手ヲ振頭ヲ打テ悲シニ玉フハ我レ熊卜思テヰJレ矢仏身

ヲアヤマリイハンヤ血ヲ出スコト逆罪ナリ今ハ何ヲカ思フベキト御太刀ヲ以テ翌妥ヲ切

リ玉ヘテ先非ヲ悔良久シク紅涙アラセ玉ヒハ、 如来告テ曰ク～～～

次に、 各緑起内容の特徴を概略し、 それぞれと彩愕関係がみられる立山坐荼羅を指摘

していきたい。

立山大縁起においては、 佐伯有頼の他に金色生身の阿弥陀如来だけが登場し、 その胸

に矢が刺さっているが流血の記述は見られない。 また、 不動明王は登場しない。 この内

容をほぼ踏襲している作品tこ r来迎寺本 』 （写哀1)がある。 『来迎寺本 』 では矢疵とそ

れに伴う流血が描かれていない。 また、 r大江寺本 』 も概ねこの図像だが、 矢疵と流血が

描かれている。

立山略縁起（相哀坊本）においては、 佐伯有頼の他に金色生身の阿弥陀如来が登場し、

その胸には矢が刺さり流血がある。 また、 不動明王も登場する。 r坪井家A本 』 や r 相哀

写真1 : r立山豆荼羅来迎寺本 』 （部分）

立山曲山伝説における玉殿窟の場面
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益江 充／立山曼茶祉の図像描写に対する甚況的研究

坊 B 本』（写兵 2) 、r;函山県立

図；い館本」（写真3)などの芦

除寺系立山曼荼羅に描かれた

玉殿窟の場面のほとんどは、

こうした芦蛉寺の立山略縁起

の内容にもとづく。なお、『宝

泉坊本』 （写真4)とr吉祥坊

本』 では金色の阿弥陀如来が

茶色の法衣を沿ている。 そし

て、 r宝泉坊本』では矢疵と流

血が描かれ、 それを捩写して

制作された 『吉祥坊本』では

矢疵はあるものの流血は見ら

れない。

立山縁起（岩蛉寺延命院本）

と立山小縁起 （岩餅寺雄山神

社本） においては、 佐伯有頼

の他に金色の矢疵（流血なし）

阿弥陀如来が登場する。 不動

明王や諸菩薩の顕現に関する

記述は見られない。 写兵2 : r立山妥荼羅相真坊B本』 （部分）

立山手引草においては金色 立山開山伝説における玉殿窟の場面

の矢疵（流血あり）阿弥陀如来が諸菩薩とともに登場する。 『玉林坊本』（写真5)ゃ r 中

迫坊本』 （写真6)などの岩耕寺系立山坐荼羅は、 概ね、 以上の岩絣寺の縁起 の内容にも

とづいて描かれている。 なお、 岩絣寺系立山曼荼羅諸本のうち、 『桃原寺本』 iこは佐伯有

頼の他に金色の矢疵（流血なし）阿弥陀如来だけが描かれている。 また r?,磁裔家旧蔵本』

には、 佐伯有頼の他に金色の矢疵 （流血あり）阿弥陀如来と例外的に不動明王も描かれ

ている。

ー方、芦絵寺系や岩餘寺系以外の立山妥荼羅における玉殿窟の場面を見ていくと、『最

勝寺本」（写真7) においては玉殿窟が描かれず、 金色の矢疵（流血なし）阿弥陀如来と

観音菩薩・努至菩薩の三啓来迎が脇に熊を伴って描かれている。 また、 r称念寺A 本J�こ

おいては、 佐伯有頼の他には金色の矢疵 （流血あり）阿弥陀如来だけが描かれている。
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写哀3 : 『立山坐荼羅直山県立図苫館本』 （部分）

立山開山伝説における玉殿窟の場面

写真4 : 『立山餞荼羅宝泉坊本』 （部分）

立山oo山伝説における玉殿窟の場面

?­？〗
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写真5

写真6 : 『立山餞荼羅中道坊本J (部分）

立山開山伝説における玉殿窟の場面
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‘

`

写真7 : 『立山蕊荼羅最勝寺本』 （部分）
立山開山伝説における玉殿窟の場面

以上、 阿弥陀如来の顕現を中心に見てきたが、 もうーつのアイテムである佐伯有頼の

図像については、 いずれの緑起においても剃髪したことが記されているが、 立山投荼羅

諸本のなかでは剃褒済みのもの、 剃妥中のもの、 剃髪していないものとバラエティ ーに

宜んでいる。 有頼の装束については諸緑起に詳しい記述がなく、 立山投荼羅諸本のなか

では鎧兜や狩衣、 衣冠束帯など、 様々な表現が見られる。

3-3. 立山曼荼羅最勝寺本と大江寺本一立山信仰の受容者側の意識が強く

表れた立山晏荼羅

3 -3-1. 立山曼荼羅最勝寺本

r泌勝寺本』は、 安政2年(1855)に尾振国知多郡寺本村の常光院の住僧至円によっ

て、「立山和光大権現画伝」 と俎して描かれたもので、 その制作に当たっては地域の多く

の人々の結縁により制作費が負担された。 そして完成後は地元知多郡阿久比の天台宗大

円山最勝寺に寄進された。

ところで、芦除寺日光坊は知多郡に粗那場を形成し、毎年此閑期に廻棺配札活動を行っ

ていたが、 おそらく至円はそうした日光坊衆徒の教化活動に感化され、『最勝寺本』を制

作したものと推測される。 至円は立山信仰を構成する立山開山縁起や布椅泄頂会などの
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写真8
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内容を概略的には理解していたものの、 その詳細にまでは至っておらず、 この作品には

通常の立山曼荼羅とは異なった趣を持つ独特な図像が数多く見られる。

以下、 写其8を使用し、 『最勝寺本』の特徴を見ていきたい。 まず、 全体的には立山信

仰に対するイメ ー ジがある程度持たれて描かれているようであり、 芦除寺の①嬬堂及び

蝠文＄ゃ②閻脱堂及び閥腐王、③布柄と思われる柄、 ④彩向石などのモチーフが描かれて

いる。 禅定登山道の途上の⑤材木坂なども描かれている。 ー方、 画面に見られる空問認

識、 すなわち、 立山地獄の位四に対する認識や山麓集落の岩始寺・芦始寺などの位；；沼こ

対する認識は、 現実の殻観や地形に対する認識とかなり異なっている。 特異な部分とし

ては、 浄土山と思われるあたりに二十五菩薩の来迎ではなく⑥風神と田神が描かれてい

る。 姻岳と思われる山は針山として二峰描かれ、 その頂上にはそれぞれ匹男と四女が座

し、 下から亡者が偽つきながら登るという、 いわゆる⑦刀葉林地獄として描かれている。

それとは別に、 画面下部には⑧針山地獄の図像が描かれ、 亡者が獄卒に追い立てられて

いる。⑨玉殿窟の場面では窟は描かれず、 佐伯有頼の前に熊が座し、 さらにその後方に

金色の阿弥陀如来（矢疵・流血なし） と観音菩薩．勢至菩薩が三忍形式で顕現した状況

が描かれている。 通常は、 立山地獄の場面に閻／災王庁の様子の一部分として描かれる⑩

浄破璃鋭とそれに罪を映される亡者の図像は芦絣寺地域の一角と思われる場所に描かれ

ている。 至円なりの理解で描かれた⑪布栢泄頂会と思われる場面は、 熊野硯心十界坐荼

羅などに見られる三途の/I Iに架かる栢を白衣の資人夫婦が地蔵菩薩に群かれてあの世か

らこの世へと戻り渡る図像で表現されている。 また、 地獄の場面では、 他の立山妥荼羅

にはほとんど見られないが（これ以外には r立山開発鉄道本」にだけ描かれている）、 ⑫

黒縄地獄の一場面として、 燃え盛る鉄釜の上を亡者が重荷を背負って綱渡りをする図像

が描かれている。

3 ー3 一2. 立山曼荼羅大江寺本

r大江寺本』は三重県応羽市曹桐宗大江寺に伝わる立山妥荼羅である。 1幅の大型掛

幅で、31.5cmX 43.5cmの和紙を凡そ10枚ほど重ね継ぎしてできている。画中には、芦始

寺衆徒の絵解き俎材としての項目である立山関山縁起・立山地獄・立山浄土・立山禅定

登山案内・芦蛤寺布柏湘頂会の5つの場面が描かれている。

以下、 写其 9 を使用し、 『大江寺本JO)特徴を見ていきたい。 この作品においては、 立

山開山緑起に対する制作者の意識は弱く、 ①佐伯有頼が熊に矢を射る場面では、 有頼の

姿が見られず矢疵の熊だけが描かれている。②また玉殿窟での阿弥陀如来の顕現の場面

も大画面の割には取り扱い方が貧弱である。 これに対し、 画中中段には、 立山地獄での
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>② 

>③ 

写真9

責め苦の様子や大施餓鬼法要会の様子が大きく描かれている。 獄卒の図像には大津絵の

彩密が見られ、 地獄の恐さも半減しユ ー モラスささえ感じられる。 ③芦除寺閥脱堂前に

安四されていた牛石が生身の牛そのものをつないだ形で描かれている。④芦始寺布梃泄

頂会の場面で閻腐堂の図像が同祭礼と無関係に堂そのものの存在意義だけで単独的に描

かれ、 布柄糀頂会の式衆 ・ 参列者の図像と同機していない。 以上のように、 立山開山縁

起に対する意識の弱さと布栢泄頂会に対する、 何となくわかっているようでわかってい

ない不完全な描写から、 この作品の制作者は、 芦絵寺衆徒の棺那場での勧進布教活動に

よって感化を受けた信徒か、 あるいは信徒から発注を受けた在地の絵師（それもかなり

索人に近い）あたりであると推測される。

3-4. 立山曼荼羅諸本の図像に表れた制作者の立山信仰に対する認識

3 -4-1. 布橋灌頂会の図像に表れた制作者の意識

[
I
 

?]
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炭長19年(1614)、 加買初代瑶主前田利家夫人芳春院と加質2代蒋主前田利長夫人玉泉

院が越中立山山麗の芦餅寺に参詣し、 滞在中に同寺女副危の前の女品谷川に架かる柄に布栢

（梃板の上に白布を放き渡して栢に見立てた）を掛けて何らかの宗教儀式を行った。

この時の儀式が契機となったのか、 あるいはそれ以前から芦絣寺でこうした儀式が行

われていたのかは、 それを示唆する史料が現存せず明らかではないが、 炭長19年の加賀

孫主夫人らによる一件以降も、 布抵を利用して何らかの宗教儀式が行われていたことが

芦除寺文杏などの史料から断片的にうかがわれる。 そして、 近世後期になると、 文政3

年(1820)にそれまで破拍の著しかった布柏が新たに架け替えられたことを契機に、 さ

らには文政6年(1823)から芦耕寺に定住した元硲野山の学侶龍加の影啓等も受け、 女

人救済をかかげる 「布橋泄頂会」 として芦除寺ー山の泌も重要な祭礼に発展した(13)0

以下、 近世後期における布柄泄頂会（写真10)の内容を概略しておくと、 この祭礼は

毎年秋の彼岸の中日に芦蛉寺の女記危・閻脱堂・布栢を法場として執行された。 まず始め

に各地から訪れた信徒や一般の参詣者は閻艇堂で懺悔の儀式を受け、 そこで三昧耶戒を

授かる。 それが終わると宿坊衆徒によって構成された式衆（引芍師）に211-かれ、 式衆に

よる声明曲や楽器の演奏で賑やかななかを共に行道し布柏を渡る。 布柏を渡り終えると

式衆（来迎師）に志かれ女駈釦こ入る。 堂内では天台系の四箇法要が勁修され、 血脈の授

0-: 

写真10: 『立山投荼羅坪井家B本』 （部分）
布橋泄頂会の場面
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与や説法が行われた(14)。

さて、 この祭礼に類似のイ汲礼として、 出羽羽黒山修験の秋の峰入りや哀言宗の結縁泄

頂、奥三河の花祭り白山行事、大和の当麻寺や京都の泉涌寺で行われる迎謡などがある

が、 い わゆる布梃罹頂会として整った形の依礼としてみた場合には、やはり立山芦絣寺

独特のものと いえる(15)。 それゆえ、立山投荼羅の制作者が布栢泄頂会の場面を描こうと

した場合、 同じく立山径荼羅の立山地獄や立山浄土の場面に見られるように、既存の六

迫十王図や熊野観心十界蕊荼羅、 来迎図などからの図像の取り込みを中心とした制作方

法では困難な点が多く、やはり本人がある程度倣式内容を把蛭した上で描かざるをえな

いであろう。 その際、制作者がもっていた立山信仰に関する佑報や彼のそれまでの経験

にもとづく知識 ・ 描写技術 ・ 感性は、彼が描こうとする布栢泄頂会の構固や図像に微妙

に、あるいは時には大 いに反映されるはずである。

そこで、立山投荼羅諸本における布栢泄頂会の場面の多様な描写状況を分析し、その

内容を第10表で示した。 さらにそのデータを部分的に活用し、以下、布栢泄頂会の場面

の図像から制作者の意識が顔を覗かせてい る部分を抽出し検討を試みた い。

A. 法要の内容

天保13年(1842)の 「諸堂勁方等年中行事外数件」
(16)や安政5 年(1858) ・同6年(1859)

の 「布橋潅頂法会職衆諮定」
(17)からは、布栢泄頂会が、 閥脱堂での懺悔の法要、布栢を

利用しての行渡し法要、女品堂での天台系の四箇法要（唄 ・ 散華 ・ 梵音・錫杖と いう四曲

の声明を軸に組み立てられた法要。）の三種類の法要を組み合わせて構成された法会で

あったことがうかがわれるが、そこに雅楽の報入は見られな い。 それゆえ、雅楽奏者が

行迫を行う様子を描く r 日光坊本( 1幅）』 は、芦絣寺衆徒以外の人々の意識によって描

かれたものであろう。

B. 参列者の装束

越後国頸城郡福品村の関根新左衛門は天保11年 (1840) 9月に立山禅定登山を行った

が、その時の旅の様子や各所での見即内容について彼自身が記した 『立山参詣記．，（個人

所蔵）によると、布栢泄頂会の参列者は白装束を沿用していたことがわかる。

さて、立山投荼羅諸本において、白装束を沼用している作品にはr来迎寺本』
・ 『坪井

家A本J
・ 惚道坊本』 · 『佐イ白家（省次）本』 . r坪井家B本』 .r窓山屎立図3館本』 . r立

山町本』
・ 『稲沢家本』

・ 『大仙坊B本』
・『配光寺本』

・ 『 日光坊本 ( 1幅）」 . r大徳寺本』 •

r大江寺本』 がある。 また、平服で参列して いる作品には叶且真坊A本』 .r相真坊B本』 •

『大仙坊A本』 . r宝記坊旧蔵本』 .r宝泉坊本』 . r吉祥坊本J がある。 平服の参列者が描

かれて いる作品は、どちらかと いえば布栢泄頂会の内容を完全には理解できていない芦
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三---:. —�--��-
写真11 : r立山妥荼羅来迎寺本』 （部分）

布柏罹頂会の参列者

絣寺衆徒以外の外部の人々によって描かれた可能性が高い。

C. 一般参列者の人数と性別

従来の立山信仰研究史において布柏蔀頂会は女人救済儀礼として位四づけられていた

が、 文政10年(1827)に成立したと推測されるr北国立山御温堂別当奉加板』
(lS)や文政

期に成立したと推測されるr立山本地阿弥陀如来略記J (19)などの記載から、 布柏蔀頂会

の儀式には参列者として男性と女性がともに参加していたことがわかる。 しかし、 立山

曼荼羅に描かれた一般参列者の図像には多様な描写が見られる。

一般参列者が全て女性である作品とそれぞれの人数は次のとおりである。 『坪井家A

本』 (10名） . r来迎寺本』 (5名）〔写真11〕・『稲沢家本」 (5名）．『叩光寺本』 (6名）．

r大徳寺本J(13名） . r相真坊B本J( 1名） . !r大仙坊A本』(1名） . r宝陀坊l日蔵本』( 1

名） . r坪井家B本』 (7名） . r宝泉坊本J (4名） . r吉祥坊本』 (4名） . r富山限立図杏館

本』 (12名）〔写兵12 〕・『立山町本」 (12名）．『日光坊A本( 1幅）』 (15名）。 一般参列者

が全て男性である作品とそれぞれの人数は次のとおりであるJ大仙坊B本』( 2 名） . r逸

道坊本』 (5名）〔写兵13 〕。一般参列者に女性と男性が混在している作品とそれぞれの人

数は次のとおりである。 『多質坊本J (6名） . r佐伯家（省次）本』 (5名）．『相真坊A本』

(24名）〔写兵14〕。 参列者の性別が姦別できない作品とそれぞれの人数は次のとおりで

30 



拙江 充／立山妥荼趾のrn像描写に対する基礎的研究

写真12 : 『立山役荼羅富山限立図苔館本』 （部分）

布栢泄頂会の参列者

写真13 : r立山妥荼羅善道坊本J (部分）

布梃泄頂会の参列者
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ある。『大江寺本 』 (2名）．『立

山開発鉄道本』(4名）。

なお、 布栢泄頂会の場面に

おいて一般参列者の図像から

その性別を見極めるためには、

装束の沿こなし方を見ればよ

ぃ。 すなわち普通に装束の裾

を垂らしていればそれは女性

と位四づけられる。 ー方、 男

性の場合は、 装束の裾を帯に

挟めてたくし上げた姿で描か

れている。

さて、 江戸時代、 芦絣寺衆

徒は自村の芦絣寺を 「（立山

の）麓女人成仏之孟場j とし

て栢極的に喧伝するが、 その

延長線上で、 実際の布柏泄頂

会には男性と女性の両方を参

列させながら、 作品には参列

者をあえて女性にしぼって描

いているものが多く、 そこに 写真14 : r立山曼荼羅相真坊A本 』

は棺那場で女性の信徒屈の拡 布柏罹頂会の参列者
（部分）

大を目指そうとする信徒側の意図が感じられる。 また、 男性と女性を混合で描く場合は、

特に深い意識もなく偶然にそのように描いた場合もあろうが、 なかには衆徒からかなり

正確に儀式内容を聞くことができた絵師や信徒たちが描いた場合、 あるいは、 儀式と直

接的に関係をもった制作者（衆徒自身或いは依式に参加した信徒等） が現実に即した内

容を描いた場合もあろう。 ー方、 男性だけが描かれている場合は、 やはり、 その制作者

は芦絣寺ー山とは部外者で俵式内容にはそれほど粕通していなかったことになろう。

ところで、r相兵坊B本 』 . r大仙坊A本 』 • 『宝配坊旧蔵本』には儀式を受ける参列者と

して老婆（写真15)がl名だけしか描かれていない。 これについては、 もし芦蛉寺衆徒

の意識で描かれたものだとすると、 棺那場の信徒たちに対し布柏泄頂会の盛況な様子を

ビ ー ア ー ルし彼らが儀式への参加や寄進を望みたくなるように、 もっと多くの参列者を
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写兵15 : r立山坐荼羅相兵坊B本』 （部分）

布栢泄頂会の参列者として描かれた老婆

描写しておいたほうが勧進布教活動の際には得策かと思われる。 しかし、 一体何を表徴

させているのか未説明のまま老婆が1名だけ沢然と描かれているのだが、 おそらく、 こ

れは制作を任された絵師の意識か棺那場の信徒の意誠が強く反映されて生み出された図

像であろう。

筆者は、 この老婆について当初、I蕊長19年(1614)に女品堂の前のオ森に布柏（白布のア ー

チ）を掛けて宗教儀式を行った加質初代活主前田利家夫人芳春院と加質2代落主前田利

長 夫人玉泉院の表徴かとも考えてみたが、 それならば儀式の函像の所々にもっと 「加賀

活」 を強調しそうなものであり、 そのような気配が全く見られないのでどうやら的外れ

のようである。 現在はもっと単純に考え、 立山投荼羅の制作を依頼された絵師か、 ある

いは制作に携わることになった棺那場の信徒の意姦にもとづき、 熊野観心十界蕊荼羅に

描かれた半円形に人生を象徴する 「山坂」 の出口直前の老婆（写真16) の函像（頭を頭

巾で裂い、 杖をつき、腰が曲がった容姿）を取り込んだものと推測している。 そして、

熊野観心十界曼荼羅に描かれたこの老婆の図像の背栄に潜む桁報と立山投荼羅に描かれ

た参列者としての老婆の図像の背屎に潜む箭報は共通のモチー フを有する。 すなわち、

熊野観心十界曼荼羅において老婆は人生を象徴する 「山坂」 の出口の直前（あの世に入

る直前）に描かれ、 そこには桜界の島居が立ち、 その先には死者の家である函地がある。
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ー方、 立山蕊荼羅においても

老婆はやはり布柏及び這谷川

を楼界とするあの世の世界に

入る直前に描かれているので

ある。 いわゆる、 今まさにあ

の世に行こうとしている老婆

を象徴的な意味をもたせて、

特定の意義のある場所に配四

しているのである。

先に、 r最勝寺本』の布栢椛

頂会の場面（写真17)と思わ

れる部分に熊野硯心十界餞荼

羅などにも見られる図像が取

り込まれていることを指摘し

たが、 おそらく絵師側や粗那

場の信徒側、 あるいは全くの

部外者が立山妥荼羅の制作を

手掛けた場合、 彼らの問では
写真16: 『熊野硯心十界曼荼羅正此寺本．， （部分）

熊野硯心十界蕊荼羅の各郁図 人生を象徴する「山坂」 の場面の老婆

像が立山投荼羅のそれと似て

いるものとする認識がある程度持たれており、上記の図像や地獄の場面の図像など、所々

参考にされて取り込まれることもあったのではなかろうか。 そうなると、 逆に近世後期

における熊野観心十界投荼羅などの存在状況や実用状況、 現存の諸本の制作年代につい

ても再検討の必要性が出てくるが、 それについては今後の検討課坦としておきたい。

ところで、 前述した老婆の一連の図像に従者と思われる女性を3名付け加えて描く作

品に r 宝泉坊本』(4名）〔写兵18〕と r吉祥坊本』(4名）があり、 またこれと類似の老

婆を先頭に四き多数の参列者を描く作品に 『宜山保立図苔館本J
・ 『泉蔵坊本』

・ 『立山町

本」がある。 このなかで r 宝泉坊本』と 『吉祥坊本』には校写関係が見られ、 安政5年

(1858)に制作された『宝泉坊本』 が校写されて、 炭応2年(1866)に r吉祥坊本.l が

制作されている(20)。 その際、『宝泉坊本.l における布柏泄頂会の一般参列者の図像は、 お

そらく、 同じく布橋罹頂会の一般参列者として老婆一人だけが描かれている 『相其坊B

本』や 『大仙坊A本』 を参考にして、 さらに、 その図像に従者としての意味を持った3
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名の女性が新たに付け加えられて描かれたものと推測される。 それゆえ、 『相真坊B本」

ゃ r大仙坊A本』は、 安政5年(1858)に制作されたr宝泉坊本』 よりも成立時期が若

干遡ると考えられる。

D. 一般参列者の目屈しの布無

布橋泄頂会に関する伝説では、 一般参列者は目怒しをしていたとするが、 それを示す

文献史料は見当たらない。 立山妥荼羅諸本においては、 一般参列者が目陸しをしている

作品は1点も見られない。

E. 苦の桐

布橋泄頂会の儀式について、 正徳3年(1713)年頃に板行されたr和荻三才図絵』 に

は 噌注蛉寺、 姥堂アリ、 大宝二年卯四月十二日、 慈典上人ノ母、 江州志賀二卒ス。 慈興

自ラ母ノ像ヲ作リ、 巖裳元年八月彼岸ノ中日二葬礼ノ法式ヲ為ス。 今二然リ。」と記さ

れ、 それを慈興上人の母の葬送儀礼と結びつける説も見られるが、 こうした内容にもと

づ＜ものか、 『善道坊本』 とr佐伯家（省次）本』 （写哀19)など、 布柏罹頂会の一般参

列者が善の綱を握っている図像も見られる。

F. 布柏を支える土台の石垣

布栢は長い木柱の柏脚だけで川岸や川底から建てられていたのではなく、 その土台部

/一—

写兵19 : r立山投荼羅佐伯家本』 （部分）

布柏泄頂会の場面に見られる善の綱
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分としてかなり上の方まで石垣で組み上げられ、 さらに石垣は川岸ぎりぎりまでせり出

ていた。 その石垣の上に木造のオ喬が乗せられているような状態であった (21)。 このような

形で布椅が描かれた作品には 『佐伯家（省次）本』 . r坪井家B本」 （写真20)· 『富山屎立

図苫館本」 . r泉蔵坊本』. r立山町本』 . r日光坊A本(1幡）J があり、 これらの作品の制

作者は、 布梃の現実的な形態を認識していた可能性が高い。 すなわち衆徒かあるいは衆

徒の周辺にいて、 ある程度教示を受けることができた人物が描いたのであろう。

3 -4-2. 立山浄土の来迎の図像に表れた制作者の意識

ほとんどの立山蕊荼羅において、 その画面には雄山と浄土山の山岡や雄山と大汝山の

ほどスペー スができず仏・菩

薩の来迎場面を挿入すること

はできない。 従って必然的に

場面を描くことになる。 こう

が補筆されている。

ー方、 立山連峰の雄山・大

汝山 ・ 富士折立山の三峰がか 写真20 : r立山妥荼羅坪井家B本．！ （部分）

なりデフォルメされて描かれ 芦絣寺布柏の土台石垣
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写哀21 : r立山曼荼羅坪井家A本J (部分）

立山浄土の場面

写真22: 『立山曼荼羅佐伯家本』 （部分）

立山浄土の場面
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写襄23: 『立山坐荼羅来迎寺本』 （部分）
立山浄土の場面

た場合、 雄山と大汝山の山問には比較的大きなスペースができるので、 そこに、 画面に

向かって左から右への進行方向で阿弥陀如来と観音菩薩・努至菩薩の三む来迎が早来迎

の形式で描かれることがある。 さらに、 これに加え、 浄土山をかすめるように、 あるい

は浄土山の画面に向かって左斜面を沿り降りるように、 阿弥陀三むと二十五菩薩の来迎

が画面に向かって右から左への進行方向で描かれる。 その際、 阿弥陀如来と二十五菩薩

の来迎場面は大きな芸に乗った一 つの集合体として描かれる（『善道坊本』〔写真24一①・

②〕・『相真坊A本』 . r大徳寺本』）。

立山迎蜂の雄山・大汝山・腐士折立山の三峰が極端にデフォルメされて描かれた場合、

雄山と大汝山の山問にスペースがあるにもかかわらず、 そこには何も描かないで、 浄土

山周辺に阿弥陀三唸と二十五菩陸の来迎場面が画面に向かって右から左への進行方向で

描かれる場合がある。 その際、 阿弥陀如来と二十五菩薩の来迎は大きな雲に乗った一ま

とまりの梨合体として描かれる （『立山屎立区）書館本』. r泉蔵坊本」）。

この他、 雄山と大汝山の山問に画面に向かって左から右への進行方向で阿弥陀三芍．の

来迎が早来迎の形式で描かれ、 さらに雄山の画面に向かって右斜面を沿り降りるように

阿弥陀如来と二十五菩薩の来迎が一つの雲に集合体で描かれる場合もある。 その際、 来

迎の動きとしては、 出始めは画面に向かって左側の雄山側から始まるが、 それが雄山と
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写真24一①・②： r立山妥荼羅苦迫坊本』 （部分）

立山浄土の場面
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写真25一①・②： 『立山曼荼羅相真坊B本」 （部分）

立山浄土の場面

41 



窪山県［立山tり物館］研究紀要 第7号· 2000年3月

浄土山の山問で反転して、 最終的には画面に向かって右から左への動きとなる。 それゆ

ぇ、 仏 ・ 菩薩たちの集合体の中で前列の阿弥陀如来や諸菩薩は画面に向かって左向きと

なるが、 後列の諸菩薩は右向きから正面向きとなる。 そして浄土山周辺には来迎場面は

描かれないのである。 こうした作品に r相哀坊B本』（写真25一①・②）や r大仙坊A本』•

r宝記坊旧蔵本J などが見られる。

以上、 立山坐荼羅諸本における立山浄土の来迎場面には多様な描写が見られるが、 浄

土山の来迎場面を重視した作品は、 芦餅寺衆徒や岩絣寺衆徒の意識が強く表れていると

いえる。 ー方、 雄山や大汝山からの来迎場面を重視した作品は絵師や あるいは棺那場の

信徒の意謀が強く表れているといえよう。

3-4ー3. その他の図像に表れた制作者の意識

A. 牛石

芦紛寺系立山坐荼羅には閻脱堂の前庭に牛石が描かれる場合がある。r大徳寺本』 . r相

真坊 B 本』 • 『大仙坊A本.! . r善迫坊本』 . r佐伯（省次）家本』 . r坪井家 B 本」 . r相真坊

A本』
・『宝泉坊本』

・『吉祥坊本』 • 『窃山県立図因館本』
・『泉蔵坊本」

・『立山町本』 • 『 日

光坊A本』 には、 牛石は石造物として描かれている。 これに対して 『大仙坊 B 本』 （写哀

写兵26: 『立山曼荼羅大仙坊B本』 （部分）
池の中に生身の牛を描き牛石を表現している。
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れ、 生身の牛が首まで没かっ

ている図像が描かれている。

また、 r大江寺本」 （写真27)

では石造物の牛ではなく、 鎖

につながれた生きた牛が描か

れている。 おそらく制作者が

衆徒ではなく、 制作を外注さ

れた絵師か、 あるいは棺那場

の信徒が描いたため、 現地の

栢報に疎＜牛石の実態をよ＜

知らないままに描いたのであ

ろう。 ー方、 『坪井家A本』 •

r来迎寺本』 . r多賀坊本』 •

『稲沢家本』 • 『立山開発鉄道

本』
・ 『配光寺本』 . r宝配坊旧

蔵本』 には描かれていない。

B. 彩向石

芦蛉寺系立山曼荼羅の幾つ

かの作品には、蝠堂の前庭に

彩向石が描かれるものがある。写真27:

この描かれ方には、 彩向石と

面江 充／立山曼茶巡の区l像描写に対する基況的研究

それを囲む棚が描かれているものと、 棚だけが描かれているものが見られる。 両方とも

描かれている作品としては『大徳寺本」 . r善道坊本』 . r佐伯家（省次） 本』
・ 『坪井家B

本』
・『宝泉坊本』

・『吉祥坊本J • r立山屎立図杏館本J
・『泉蔵坊本』 がみられ、 ー方、 棚

だけで表現されている作品としてはr大仙坊B本J • r相真坊B本』 . r大仙坊A本』 • 『大

江寺本」
・ 『坪井家A本』 がみられる。

さて、 明治20年(1887) 4月、 戸長役場は岩蛉寺雄山神社前立所と芦耕寺雄山神社祈

誌所に対して、 同両社所蔵の宝物や文杏の現存状況を杏き出させているが（旧宿坊家の

所持品も含む）、 その際、 「立山開基佐伯有頼ノ孟像」などとともに 「彩向石」 もあげら

れており(22)、 その実存が確認できる。 それゆえ、 彩向石とそれを囲む棚の両方が描かれ

た作品の方が、 囲み棚だけが描かれた作品よりも、 実際の状況がよくわかっていて丁窓
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な描写であるので、 どちらかといえば衆徒の意識に近いところで制作されたといえよう。

C. II蒻泣笠脇に露天で安骰された地蔵苦社像

芦蛉寺の閻脱堂脇には地蔵菩陸(23)が露天で安四されていたが、 それを描写した作品に

『大徳寺本J • 『坪井家B本』 . r相真坊A本』 . r宝泉坊本』 • 『吉祥坊本J
・ 『邸山媒立図書

館本』・『泉蔵坊本』 . r立山町本』
・『日光坊A本」 がある。 これらの作品については、 芦

絣寺に関する細かい図像アイテムを認識していた制作者に描かれたといえる。

D. 芦直弁寺の流水涌頭式

芦蛉寺ー山衆徒は毎年6月7日に女品堂で流水罹頂式(24)を行った。立山曼荼羅諸本のな

かでこの流水泄頂式の図像が唯一描かれている作品に r坪井家B本』（写真28)があり、

こうした現地の梢報を認識していたことや、 この作品に見られる筆致の稚拙さとを考え

合わせると、 この作品は衆徒かあるいはその周辺の関係者が制作したものと推測される。

ただしこの場合、 流水泄頂式は女儡堂内ではなく、温谷川（女贔堂側） のたもとで勁修され

ている様子が描かれている。 なお、 流水椛頂式は描かないが、 流水泄頂の塔婆の図像だ

けでそれを示す作品に 『龍光寺本』 . r大徳寺本J
・ 『佐伯家（省次）本., ・ 『相真坊A本」

．

『宝泉坊本」
・ 『吉祥坊本』 • 『富山限立図苔館本」

・ 『泉蔵坊本.! . r立山町本J
・ 『 日光坊A

本』 がある。

写真28: r立山曼荼羅坪井家B本』 （部分）

芦始寺流水罹頂式の場面
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:i!:: 
写其29 : r立山曼荼羅佐伯家本』 （部分）

芦蛉寺瑳内地の様子（謡堂・開山堂・慈興上人廟所など）

E. 芦峙寺の立山開山慈輿上人廟所

芦絣寺と岩餅寺は宝永6年(1709)から天保4年(1833)までの約125年問、立山の宗

教的権利をめぐり、度々激しい争論を繰り返した。 それは特に文化期頃から激化するが、

そのなかで、 立山大椛現を祀る峰本社の別当戦号の所有権が争点の一つとなっていた。

結局、天保4年 (1833)に加賀瑶公事場奉行所で下された判決で、芦紛寺は立山峯御前

本社（立山峰本社） とは全く無関係であると結審したため（すなわちそれは立山の山そ

のものに関わる宗教的権利を全て失ったことを意味する）、芦蛉寺の立山とのつながり

は、 唯一立山の開山者である慈興上人の腐所が芦餅寺楼内地に存在することだけとなっ

た(25)。 それゆえ、芦蛉寺衆徒にとって、慈典上人廟所(26)は立山とのつながりを示す最も

重視すべきものだったのである。 おそらく、瑚所の図像が描かれた作品、あるいは、廟

所が四かれていた現在の雄山神社の楼内地（写真29)の様子が、 瓜居・謡堂 ・ 拝殿・大

宮・若宮• 関山堂などの宗教施設の現実的な配四状況に即して丁寧に描かれた作品は、

その制作時に芦耕寺衆徒の意識が強く反映されたものといえよう。 なお、こうした作品

にはr坪井家A本』 . r佐伯家（省次） 本』
・ 『 坪井家B本』• 『猛山県立図苫館本』 . r泉蔵

坊本』. r宝泉坊本』 . r吉祥坊本』
・『相真坊A本』• 『立山開発鉄道本J

・『龍光寺本』 があ

る。
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CJ,. ('--d ..:._、
写其30: 『立山曼荼羅相真坊A本』 （部分）

芦蛉寺の玉栢

F. 玉柏

芦蛉寺閥脱堂に至る参道の途中に玉栂(27)が架けられていた。布柏泄頂会の際には、 こ

の玉梃から布柏を経て女品堂まで燈明で荘厳されたが、 立山妥荼羅諸本のなかに玉栢のよ

うな細部のアイテムまで描かれているならば、 その作品の制作者は芦蛉寺の現地空間を

かなり認識していたといえよう。おそらく芦蛉寺衆徒自身が描いたか、 あるいは制作時

にその指示を詳しく受けることができた周辺の人物が描いたのだろう。 なお、 玉栢が描

かれた作品には『坪井家A本』 . r佐伯家（省次）本J • 『坪井家B本』
・ 『応山屎立図苔館

本」
・『 泉蔵坊本』 . r相真坊A本』 （写真30)· 『記光寺本』 • 『 日光坊A本J がある。

G. 三途の川・死出の山の迅椋

r坪井家B本』（写真31)や 『立山開発鉄道本』
・ 『泉蔵坊本』 には、 千垣と芦絣寺の村

疫にあたる三途の川のたもとに 「三途の川・死出の山」の迫椋が描かれているが、 それ

らの作品の制作者は現地の状況をある程度認識していたと推測される。

4 • 立山曼荼羅諸本の分類に対する再検討

4-1. 従来の分類とその問題点

かつて沼四炎氏(28)、 日和祐樹氏(29)、川口久雄氏 (30)、林雅彦氏血、硲瀕重雄氏(32)等が試
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写真31 : 『立山餞荼羅坪井家B本J (部分）

三途の川・死出の山の道椋

みた立山坐荼羅の分類は、 本質的には系統分類ではなく表形分類であり、 対象とした作

品数に差こそあれ、 その内容は概ね 「布梃泄頂会」という特定部分の図像の有無により、

芦紛寺系と岩餘寺系に二分し、 さらに芦除寺、 岩餘寺と直接関係のない第三の系統の存

在を示唆するというものであった。

しかし、 この分類法には、 布柏泄頂会の図像が描かれ芦絣寺宿坊家との関係が確認で

きる作品（両方の条件を満たしたもの。 片方の条件だけではいけない。）と、 布栖泄頂会

の図像が描かれず岩絣寺宿坊家との関係が確認できる作品（両方の条件を満たしたもの。

片方の条件だけではいけない。）だけにしか適応できないといった問題点がある。

すなわち、 画面に描かれた多稲多様な函像のうち、 「布栢泄頂会jという特定部分の図

像の有無だけで分類しようとした場合、 それが描かれた芦蛤寺系作品の識別は容易だが、

ー方、 r竹内家本』 やr桃原寺本』 . r西田美術館本J • r伊藤家本』 に該当することだが、

布栢泄頂会の図像が描かれず岩蛉寺との関係も確認できない、 しかしながら描かれた内

容からは岩絣寺系と推測されるような作品、 あるいは、 布栢泄頂会の図像が描かれてい

ないその他系と推測される作品を識別することは困難であり、 そこには別次元の識別基

準が必要になる。 整理すると、 「布柏泄頂会」という特定部分の図像の有無だけでは、 厳

密には芦除寺系作品だけしか分類できないということである。 次の段階でそれが描かれ
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ていない作品を対象として、 岩蛉寺系かその他系かを分類しようとすると、 これとは別

の識別基準が必要ということである。

それゆえ、 この分類法を採用した場合、 下記の事例が示すように、 その他の系統に含

まざるをえない作品がきわめて多くなる。

〔事例1〕

r来迎寺本」や 『大徳寺本 』 は、 布栢泄頂会の図像の有無から判断すると芦耕寺系に

含まれることになるが、 現在、 それぞれ立山信仰にゆかりのある浄土宗寺院来迎寺や浄

土其宗寺院大徳寺に所蔵され、 芦餅寺との直接的な関係が確認できないためその他の系

統に含まれている。

〔事例2〕

曹洞宗寺院大江寺所蔵の 『大江寺本」は、 布栢泄頂会の図像の有無から判断すると芦

蛉寺系に含まれることになるが、 芦始寺との直接的な関係が確認できないためその他の

系統に含まれることになる。

〔事例3〕

天台宗寺院最勝寺所蔵の 『最勝寺本 J は、 一般的な固柄ではないが、 布栢泄頂会をイ

メ ー ジしたと推測される図柄が描かれ、 芦絣寺の彩評を強く受けているようである。 し

かし、 芦始寺との匝接的な関係が確認できないためその他の系統に含まれている。

〔事例4〕

r窃山限立図古館本 』 や r越中茫沐柘応は、 布栢泄頂会の図像の有無から判断され芦

始寺系に含まれているが、 芦蛉寺との直接的な関係が確認できないためその他の系統に

含まれることになる。

〔事例5〕

浄土真宗寺院桃原寺所蔵の r桃原寺本 』 や西田美術館所蔵の r西田美術館本」、 個人所

蔵の 『伊藤家本 』 、 個人所蔵の r竹内家本 』 は布栢泄頂会の図像の有無から判断すると岩

餘寺系に含まれることになるが、 岩始寺との直接的な関係が確認できず、 その他の系統

に含まれることになる。

〔事例6〕

岩絣寺多質坊に所蔵される r多賀坊本」は布橋泄頂会の図像の有無から判断され芦蛉

寺系に含まれているが、 芦絣寺との直接的な関係が確認できず、 その他の系統に含まれ

ることになる。

〔事例7〕

現在、 岩蛉寺系に含まれているr市神神社本 』 とr志脱家本 』 は、 岩始寺の立山禅定
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登山案内図（木版）を拡大校写したものだが、 制作者が原本とした立山禅定登山案内図

が必ずしも岩餅寺衆徒から直接もたらされたものであるとは断定できず、 流れ回った案

内図を偶然入手した人物が捩写したかもしれず、 その他の系統に含まれることになる。

さて、 こうした一連の方法に対し、 岩鼻通明氏は氏の論考(33)のなかで「従来の（立山

錢荼羅諸本の）分類は絵図中の表現の有無に大き＜依存する傾向が強いが、 これだけ多

数の立山マンダラの存在が知られるようになった現在、 細部の表現だけでなく、 それが

どの部分に描かれているかという全体的な構図の中での配置が分類の際の重要な基礎と

なろう。 というのは、 立山マンダラの表現内容にその作成主体の空問認識が大きく関迎

していると仮定すれば、 その空問認識はまず全体的な構図の決定の際に強くはたらき、

様々な構図の差異を生み出し、 それが細部の表現の有無にもつながると考えられるから

である。 」 と述べられ、 ここで従来の布柄罹頂会の図像の有無による分析に加え、 初めて

作成主体にもむ目した分析がなされ進展がみられた。

ただし、筆者が本脳で度々指摘するように、「立山信仰の物語や世界を表現する図像が

どのような生致・法ば・色彩で描かれ、 画面のどの場所に配四されているか」といった、

いわゆる制作主体に直接関わる問俎については、 制作主体が個々に持つ経験や技術・感

性に負うところが大きく、 ファジーな要索が強いためそう筒単に結果がでるものではな

し)
゜

そして、 岩恥氏の提言にもかかわることだが、 作成主体の空問認識の問題を扱う以前

に、 作成主体の実態や描写傾向を相当念密に分析しておく必要がある。 本松でも試みと

して、 第3翠において立山投荼羅制作者の意識を検討してきたが、 これもあくまで一般

論的な傾向を指摘したに過ぎず、 厳密な判断基準とまではいかないであろう。

4-2. 立山曼荼羅諸本に対する新たな分類

前節では、 先学諸氏が立山曼荼羅諸本に対して試みた分類法についてその問起点を指

摘したが、 それでは、 これを踏まえた上で、 いったいどのような分類法が返しているの

だろうか。

予者はそれについて、 現段階では後退的な方法と捉えられるかもしれないが、 筆者が

第l章• 第2章で試みたように、 まず、 図像描写の有無による表形分類法で r内容」 の

面からある程度分類し、 その結果を援用しながら、 ー方で裏苫きや関連史料などから判

明した事実が作品の分類に直接的に貢献し得る場合はそれを蚊重視して取り入れ、 表形

分類法による結果を補正・補足しながら総合的に判断するといった方法が効果的である

と考えている。
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以下、 具体的に筆者の分類内容を整理しておきたい。 すなわち、 前掲の第2図におけ

るA群は芦耕寺系立山曼荼羅の一群として分類した。 ただし、 『玉林坊本』 については、

岩耕寺玉林坊に伝来し現在に至っている事実を重視し、 本稿では岩絵寺系立山妥荼羅と

して位四づけた。B-1群は岩蛉寺系立山曼荼羅の一群として分類した。ただし、r坪井

家A本』については、 軸裏の銘文の内容を披重視し、 本秘では芦絵寺系立山曼荼羅とし

て位四づけた。 B-2-1群は芦絣寺系立山曼荼羅の一群として分類した。 B-2-2

群は、 従来の研究で位四づけられてきた芦蛉寺系・岩蛉寺系• その他の寺院系といった

各系統に駈する作品が混在する一群であり、 いわば見た目では類別が困難な作品が）瓜し

ている一群といえる。 そこで、 分類する際には、 各作品の来歴や軸裏の銘文、 岩餅寺の

木版立山禅定登山案内図との関連性などを披巫視した。 さらに、 全作品に対し、 今後制

作者の空問認識を考察してい＜うえで示唆に“む梢報となり得ると考え、 各作品と宿坊

家との捌係も補足し、 立山曼荼羅諸本の分類を次ぎのように定義した。 それにもとづ＜

分類は第11表に示すとおりである。

【芦始寺A系統】

◎宿坊家との関係の点から

芦蛉寺の宿坊家及びその衆徒との直接的・問接的な関係が確認できる作品。

◎構図・図柄の点から

芦餅寺集落や同寺の祭礼が強調的に描かれている作品。

【芦蛉寺B系統J

◎宿坊家との関係の点から

芦蛉寺の宿坊家及びその衆徒との直接的・問接的な捌係が軸裏の銘文や関辿史料など

から推測できる作品（断定には至らない）。 芦紛寺の宿坊家及びその衆徒との直接的・問

接的な関係が確認できない作品。

◎構図・図柄の点から

芦餘寺集落や同寺の祭礼が強調的に描かれている作品。 芦耕寺の木版立山禅定登山案

内図を捩写して制作された作品。

【岩蛉寺A系統】

◎宿坊家との閑係の点から

岩耕寺の宿坊家及びその衆徒との直接的・問接的な関係が確認できる作品。

◎栴図・図柄の点から

岩餘寺集落が強謁的に描かれている作品。

（岩紛寺B系統】
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◎宿坊家との関係の点から

岩l裕寺の宿坊家及びその衆徒との直接的・問接的な関係が軸哀の銘文や関迎史料な

どから推測できる作品（断定には至らない）。 岩蛤寺の宿坊家及びその衆徒との直接的・

問接的な関係が確認できない作品。

◎構図・図柄の点から

岩絣寺集落が強調的に描かれている作品。 岩絣寺の木版立山禅定登山案内図を校写し

て制作された作品。

【その他】

◎宿坊家との関係の点から

芦始寺・岩絣寺の宿坊家及びその衆徒との直接的・問接的な照係が確認できない。

◎構図・図柄の点から

構図や図柄は芦餘寺(A ・B)系統や岩絣寺(A · B)系統の作品の影密を多少受け

ているとはいえ、 総合的にはオリジナル性が高い。 構図や函像は芦蛤寺(A · B)系統

や岩餘寺(A ·B)系統の作品の彩評がきわめて希蒋である。 構図・図柄はオリジナル

なものである。

おわりに

今回、 絵画史料である立山妥荼羅を図像描写の面から根本的に検討するため、 現存作

品全てを対象として、 それぞれに描かれた事物の分節・名付け作業を行った。 そして、

そのデータをもとに、 動物分類学や生物分類学の分野で用いられる表形分類法を活用し、

作品どうしの類似度を示すマトリクスや樹形屈を作成した。 さらに、 それを基盤として

各作品と宿坊家との関係を補足しながら新たな分類を提示した。

こうした一速の作業や分析を進める過程で、 立山坐荼羅に根源的に描かれている事物

の図像は雄山・称名滝・玉殿窟（立山開山伝説を表す）•立山頂上社殿・室棠であること

がわかった。 また、 立山蕊荼羅全作品の7割以上に見られる図像には自然殻観（立山地

獄のー場面の血の池地獄や在の河原の図像、 立山禅定登山案内のー場面の獅子ヶ昴・一

ノ谷の鎖場の図像を含む）や自然物に関する事物がかなり多く、 次いで緑起としての立

山開山伝説の内容や岩絣寺・芦蛉寺梨落の全体的な表現が続＜こともわかった。 これら

の点から判断すると、 当然のことかもしれないが、 立山蕊荼羅はあくまでも自然娯観や

自然と直接関わる事物を基盤として成り立っているといえよう。
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註

1)福江充『立山信仰と立山妥荼羅一芦蛉寺衆徒の勧進活動』 （口絵写哀1 頁~24頁 ・ロ

絵写真解説367頁~383頁、岩田：因院、1998年4月）を参照のこと。

2)現存立山紐荼羅41点の各々の幅数 については、 5幅 1対の作品が1点、 4幅1対の

作品が22点、3幅 1対の作品が 3 点、2幅1対の作品が 4 点、1幅の作品が 8 点となっ

ている。 これ以外に 『伊藤家本』 はその構図や図像配四から、おそらく本来は 4幅1

対であったと推測されるが、現在はそのうちの向かって左端幅から 2幅しか残ってい

ない。 また r村上家本』も1幅しか残っていないが、本来は複数幅の掛幅本であった

と推測される。 ー方、 『大江寺本且ま掛軸形式ではなく、収納方法が折り低み式の1枚

物で、法斌が220.0cmX260.0cm (外寸）と他の作品と比較して群を抜いて巨大であ

る。 この他、 2幅一対の立山餞荼羅として r藤縄家本』 やr称念寺A』 ヽ 『称念寺B

本.I、 鸞柏家旧蔵本Jなどがあるが、その制作主体は芦除寺衆徒や岩紛寺衆徒でない

場合が多い。 また、 1幅物の作品のうち 『多質坊本』 や 『志殷家本』、 r市神神社本』

は木版の立山禅定登山案内図を拡大捩写したものである。

3)現存の作品中、法砒が汲大のものは縦190.0cmX横220.0cm (内寸）の r大江寺本J

であり、本紙面和が41.800cm'となる。 掛軸形式の作品では r来迎寺本Jが縦 163.0cmX

横240.0cm (内寸）で本紙面栢が39.120cm'となり最大である。 なお内寸が確認できた

39点の作品の本紙面和の平均は22.340.6c面である。それゆえ本紙が149.5cm四方の作

品が平均サイズということになる。

4)構図に特徴的な類似が見られる作品に 『来迎寺本』 と 『坪井家A本J があげられる。

これについては、福江前掲著土立山信仰と立山妥荼羅一芦耕寺衆徒の勧進活動』 (89頁

~114頁）を参照のこと。

5)校写関係が推測される作品群として、(a) r富山屎立図因館本』
・『泉蔵坊本』 . r立山

町本J
・『坂木家本』 、(b汀宝泉坊本』 . r吉祥坊本J • 『越中因林本』 、(c) 『相真坊B本．＇ ．

『大仙坊A本』 . r宝龍坊旧蔵本』 . r遥道坊本』 があげられる。 (d)なお、(c)の作品と何

らかの彩評関係が見られる参考作品に r佐伯家（省次） 本J • r坪井家B本』 があげら

れる。 以上については、福江前掲著 ふ立山信仰と立山紐荼羅一芦耕寺衆徒の勧進活動』

?l
 
UJ
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(137頁~176頁）を参照のこと。(e) r多質坊本』
・『稲沢家本』 。(f)『玉林坊本』 •『中迫

坊本』
・『桃原寺本』. r西田美術館本J ・『伊藤家本』o M明治初期の廃仏毀釈の彩態が表

れている作品群としてr坂木家本』
・ 『 日光坊B本』 . r玉呆坊本.!lo (h)木版の立山禅定登

山案内図を拡大校写した作品として『市神神社本』 . r志庇家本』o

6 )立山妥荼羅；；者本において、 制作者が判明している事例は次に示すとおりである。

A. 『立山妥荼羅 市神神社本』

文化 3 年(1806)10 月、 北条左近平氏富が岩絣寺の立山禅定登山案内固（木版画） を

そのまま拡大校写して制作したもの。

B. r立山蕊荼羅称念寺B本』

文化10年(1827)2月、 称念寺の第40世住職順珍が信州の画工桂斎に外注して制作し

たもの。

C. 『立山蕊荼羅 立山切物館本（？磁裔家旧所蔵本）J

文政期に越後国で廻棺配札活動を行っていた岩餘寺中迫坊との関係から、 同国裔田の

田中氏が文政2年(1819)5 月に中迫坊が所持する立山投荼羅を苫写して制作したも

の。

D. 『立山妥荼羅坪井家A本」

『坪井家A本』は元来芦耕寺教頑坊所蔵の立山妥荼羅であった。 天保元年(1830)頃

に、 当時芦紛寺に定住していた元高野山の学侶龍油が、 破拍が著しい 『教順坊本』を

教順坊より譲り受け、 彼自身が指示して画工飛協面江斎に修理 ・ 補筆させた。

E. 『立山曼荼羅最勝寺本』

安政2年(1855)9 月、 尾張国知多郡寺本村の常光院住僧至円が 「 立山和光大権現画

伝」と題して描写したもので、 その制作にあたっては在地の多くの人々の結緑により

制作費が負担された。 そして、 完成後は地元知多郡阿久比の天台宗大円山最勝寺に寄

進された。

F. r立山蕊荼羅 宝泉坊本』

安政5 年(1858)12月、 芦餅寺宝泉坊と師棺関係を結んでいた三河国西尾活主松平乗

全が、 既存の立山曼荼羅を自ら校写して新規に立山妥荼羅を制作し、 芦蛉寺宝泉坊に

寄進した。

G. 『立山曼荼羅 吉祥坊本』

炭応2年(1866) 4 月、 三河国岡崎藩主本多忠民等が当時師棺関係を結んでいた芦餅

寺吉祥坊に立山曼荼羅の寄進を思い立ち、 おそらく吉祥坊衆徒に制作のための祠堂金

を寄進し、 それを査金として吉祥坊衆徒が自坊の信徒でもある登光斎林龍と林翌の2
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名の絵師を屈って立山妥荼羅を描かせた。 登光斎林記と林既については、どちらがど

ちらかは判別できないが、南伝馬町 2丁目の加賀屋忠七と銀座4丁目の栄文堂庄之助

であったと推測される。 後の炭応2 年(1866) 8 月には、呈女和宮（法号静邸院） も

施主の一人に加わっている。

H. I
・

立山餘荼罹臼山屎立図苔館本』

軸裏の銘文に 「遠州敷智郡引馬城之南 米津村磐谷写之」 と記され、 遠江国敷智郡米

洋村の絵師磐谷が既存の立山坐荼羅を校写して制作した。

I. r立山父荼躍志脱家本』

「越中国立山図」と俎され、岩蛉寺の立山禅定登山案内固（木版画）を拡大狡写して

天保期頃に制作されたと推測される。 軸裏の銘文として、 幅の上段に 「維時天保七申

年十月日 小松谷御坊正林寺御什物 当山十七世玉翌上人御代」 と記され、 また下段

には 「御曼陀羅奉納施主」 として上田幸右節門・森本泰甫・村田庄八の 3 名と、 「信心

輩」として藤犀祐兵衛他13名の名前が記されている。

J. r立山坐荼羅善道坊本』

軸裏に銘文として旧善道坊佐伯配泰（美那登）•佐伯姦徴親子の名前をはじめ、 この作

品の施主として、 沢井氏や鈴木伝七（府相村）、 内田七五三吉（三谷町）等、 三河国の

信徒たちの名前が俗名或いは戒名で記されている。 収納箱は大正3 年(1914)に三河

国幡豆郡吉 田村の鈴木国松が製作し寄進したものである。

7)「立山大緑起三巻井二略緑起壱巻御上江上ル拍」（文化14年に加質瑶寺社奉行に捉

出、 芦餘寺ー山会本〔権教坊本〕）。 r越中立山古記録 第3巻』(1頁~2頁、 脳瀬滅編、

立山曲発鉄道株式会社、 1991年10月28日）。

8)「立山略縁起」（文化13年に加質甜寺社奉行に提出、 芦絵寺ー山会本〔権教坊本〕）。

r越中立山古記録 第3巻J(10頁、欧瀬誠編、立山併j発鉄迫株式会社、1991年10月28

日）。

9)『磁山県史史料編I古代.,(31頁~32頁、 立山原、1970年3月31日）。

10)「立山緑起（岩始寺延命院所蔵本、 嘉永6 年 8 月、延命院玄沿）」(r;砧山限史史料編

I古代＇所収、 14頁・15頁、 鈷山原、 1970年3月31日）。

11)『店山県史史料編I古代』(21頁、 富山屎、 1970年3月31日）。

12)林雅彦r増補日本の絵解き一査料と研究』(74頁、 三弥井苔店、 1984年6月）。

13·14)福江前掲害 『立山信仰と立山坐荼羅一芦始寺衆徒の勧進活動』(53頁~87頁） を

参照のこと。

15)菊池武 「我が国の擬死再生儀礼と立山布橋大罹頂会（前篇）」（立山原［立山抱物
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館］、 1994年3月）、 菊池武「我が国の擬死再生低礼と立山布柏大罹頂会（後勾）」（直山

屎［立山切物館］、 1995年3月） を参照のこと。

16) r越中立山古記録 第4巻J (11頁~14頁、 邸瀬保編、 立山開発鉄道株式会社、 1992

年6月）。

17)『越中立山古記録 第3巻 』 (144頁~146頁、蔽瀬誠編、立山阻発鉄道株式会社、1991

年10月28日）。

18)福江前掲，芥『立山信仰と立山妥荼羅一芦蛉寺衆徒の勧進活動 』 (62頁~63頁·77頁~79

頁） を参照のこと。

19)福江前掲：�} r 立山信仰と立山妥荼羅一芦絣寺衆徒の勧進活1加(63頁~64頁·SO頁~81

頁） を参照のこと。

20)福江前掲害＇
・

立山信仰と立山蕊荼羅一芦除寺衆徒の勧進活動 』 (150頁~157頁）を参

照のこと。

21)福江前掲書1・立山信仰と立山豆荼羅一芦絣寺衆徒の勧進活動」 (57頁~59頁）を参照

のこと。

22)個人（立山町芦除寺在住） 所蔵の芦耕寺文：内を佐伯泰正氏がコピーして所持される

ものを拝見させていただいた。 同文苔には、彩向石について 「ー 、 彩向石 と申して0

如斯形ニシテ長ケ立尺三寸斗リ、横巾四寸斗リ、 是レハ元新川姫ノ神孟卜号テ、 古ヨ

リ祢敬シテ岱社二秘茂セリ 。 尤前田家ヨリ棚ツリヲカレ候。」と記載されている。

23)芦紛寺閻脱堂脇に露天で安四された地蔵菩薩に関する記事。 「ー、閻脱堂 廿四日 五

}'!}: 共御共備ヒ。 外二地蔵菩睦壱文＄御供上ル。 此ハ教蔵坊5祠堂附有。 金子ハ ー山へ差

出し候。 」（炭瀬誠編『越中立山古記録 第1巻』37頁所収 、 立山開発鉄道株式会社、

1989年9月20日）。

24)芦蛉寺で勁修された流水泄頂式に関する記事。 「二月彼岸中日二、 過去板惣廻向可致

事。 又、 七月十五日、 施餓鬼相勁候時、過去飯廻向可仕事也。 六月七日、 流水潅頂之

供法も可仕事。」（脳瀬誠編r越中立山古記録 第1巻 』 36頁所収、 立山開発鉄道株式

会社 、 1989年9月20日）。 この他、 高瀬保編r越中立山古記録 第4巻」 (10頁所収、 立

山開発鉄迫株式会社、 1992年6月25日）にも関係記事が見られる。

25)福江前掲苔 r 立山信仰と立山妥荼羅一芦絣寺衆徒の勧進活動』(115頁~136頁）を参

照のこと。

26) 慈躾上人廟所に関する記事。 「ー 立山大権現卜申候は、 則開山慈典上人之勧詔二御座

候処、 七ヶ所二坊社廷立被成四候而、 各七ヶ所5伝心之行者、 任志納経帳：内出、 且午

王札相渡申由二御座候。 然1俎、中古五ヶ所退転任、只今二而ハ芦絣・岩蛤両寺相残、

55 



窪山原［立山切物館］研究紀要 第7号 2000年3月

左候得ば、両寺共慈典上人之弟子二而法脈相続仕候得ば、ー山両寺二御座候得バ、同

様之儀卜奉存候。 其内芦蛤寺ハ大 権現之内二住居仕、殊二開山慈奨上人孟腐御座候而、

脂山地故、其由緒を以御上為御武迎長久、権現祭和之法式、芦耕寺二おゐて相勁申候。」

（廣瀬誠編 『越中立山古記録 第1巻』58 頁所収、立山開発鉄道株式会社、1989年9月

20日）。

27)芦始寺の玉柏に関する記事。 「ー、除揺之儀は、玉柏15 女品堂相廻リ、柏下•石垣・亀

甲 ・ 両谷縁迄も除掃可致事。」（炭瀬誠編r越中立山古記録 第1巻』45頁所収、立山

開発鉄道株式会社、1989年9月2 0日）。「ー 玉抵5嬬堂 之間、万燈笠小灯燈三百八十余

燈ス。 御紋附ノ大灯、焔脱堂御拝先二王門前、女品堂御拝先二立）レ 」 （高瀬保編r越中立

山古記録 第4巻J 12頁所収、立山関発鉄迫株式会社、1992年6月25日）。

28)沼買硲 「立山信仰と立山妥荼羅」 び佛教葱術 第68号．，佛教窃術学会編、毎日新!HJ

社、 1968年8月）。

29)日和祐樹 「立山信仰と勧進」 び白山・ 立山と北陸修験道〔山岳宗教史研究菜書1 0〕』

裔瀬重雄編、名若出版、1977年9月）。

30)川口久雄「立山妥陀羅と姥神信仰一敦坦本十王経画巻の投彩j び日本海域研究所報

告 第5号J金沢大学日本海域研究所、1973年3月）。

31)林雅彦＂立山妥荼羅』諸本孜の試み」 び国語国文論集 第7号』学習院女子短期大

学国語国文学会、1978年3年）。

32)硲瀬重雄「立山蕊陀羅の文化史的考察」 （『立山信仰の歴史と文化〔悩瀬重雄文化史

論梨l〕』名著出版、1981年3月）。

33)岩恥通明 「宗教娯観の構造把握への一試論一立山の縁起、マンダラ、参詣絵図から

のアプロ ー チ 」 （『空問梨観イメ ー ジJ 所収、京都大学文学部地理学研究室編、地人：；「t

房、1983年8月）。 岩ふ，し氏は布梃泄頂会の図像の有無に加え 「作成主体の空問認姦にも

とづく構屈と表現の差異から、立山マンダラを三系統に分類することを試みた。」とし

て次のように分類した。 芦餅寺系→大江寺本・多賀坊本・稲沢家本・立山開発鉄道本・

配光寺本・大仙坊B本・相其坊B本・大仙坊A本 ・ 宝龍坊旧蔵本•佐伯省次氏本・相

哀坊A本・宝泉坊本・吉祥坊本・店山屎立図害館本・泉蔵坊本・坂木家本 ・ 竹内家本。

岩蛉寺系→玉林坊本・中道坊本・桃原寺本・志煎家本・高栢家旧蔵本。
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その他の寺院系→来迎寺本・大徳寺本・藤縄家本。 ところで、岩昴氏は論文中におい

て r吉祥坊本（浄窪院寄進本）』 を模写して『宝泉坊本』 が制作されたと指摘されてい

るが、 それぞれの制作年代は r吉祥坊本』が似応2年、『宝泉坊本』が安政5年であ

り、『宝泉坊本』を校写して r吉祥坊本』が制作されたものである 。 それゆえ、r宝泉
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坊本』 の制作者（三河国西尾蒋主松平乗全）が正しく認滋していて、 それを椋写した

『吉祥坊本J の制作者が誤認したということになろう。 また、 r存じ光寺本』は元来芦絣

寺日光坊が所蔵していたもので、 内容的にも芦耕寺系の立山坐荼羅と考えたほうがよ

し)
゜
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第l 表：立山坐荼羅諸本の現存状況
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坪井家（匹）A本 紙↑ I

I 
'内寸） ISO. OXI邸O(外寸） 21]

I 
33480.0 I" I天保x年(1830)

O.OXl90.0

I ! 虚I

0 2来迎寺本 紙本4 （内寸） 163. ox 240. 〇〔外2幅57. 39120.0 無 I0中2幅63.0〕 I 
0 3 大江寺本 紙本l I <内寸） 190. 0X220. 0 (外寸） 22 4 I 800. 0 佃, ..、

0. 0X260. 0 
04 最勝寺本 紙本1

I 
I (内寸） 175. OX96. 0 (外寸） 26 I I 6800. 0 有 安政2年(I855) 

.0Xl37.5 
0 5 多賀坊本 紙本］ I <内寸） 93. 0 X S4. 0 07S12. 0 無

II 
0 6 稲沢家本 絹本3 （内寸） 140.0XI66.5 (55.5X3 23310.0 無

幅〕 （外寸） l96.5Xl98.0 
0 7 立山開免鉄道（佐 絹本3 （内寸） 143. ox 173. 0 24i39. 0 無

伯宗義）本 I 
0 8 氾光寺本 紙本4 （内寸） 167. 0X223. 0 37241. 0 無
0 91

I 

大徳寺本 紙本4 I (内寸） I iO. 0 X J 85. 0 31450. O I

I 

無

1 0 大仙坊B本 絹本4 （内寸） 156. 0 X 2 I 2. 0 33072. 0 無
1 1 相兵坊B:;f;: 絹本4 （内寸） 15 0. 0 X 2 I 6. 5 (外寸） 1c 32475. o I 無

9. 5 X 235. 0 I 
1 2 大仙坊A本 絹本4 I <内寸） 133. ox 157. 0 (外寸） I 203S1.0 I無 I 

3.0Xl64.5 I 

1 3 宝泥坊旧蔵本 約本4 I (内寸）··145.0X2!0. 0 

I 
I 30450. 0 j未只

\ 

1 4苦逆坊本 紙本口

I 
I (内寸） 131. 5X li9. 〇〔外2幅40.

1
23538.5 有 I5中2幅49.0〕 （外寸） 191. ox 191 I.0 I 

1 5 佐伯家（省次）本 紙i' I
I 

'内寸） 149.0XISO.O [外2幅",I "'雑0

I
箪

I0中2�J;l48.〇〕 （外寸） I 83. 5 X 19 
. o I I 

1 6 坪井�(義昭）B本 紙本4 I <内寸） 150. ox 150. 0 (外寸） 17 22500. 0 無

I0. 0 XI 70. 0 
1 7 相真坊A本 絹本5 I (内寸） 136. 0X203. 〇〔外2�\37. 27608.0 価.... I 

0中3船43.0〕
1 8 宝泉坊本 絹本4 （内寸） 140. 0 X l 80. 0 〔左から44 25200. 0 有 安政5年(1858)

. 9X 3幅右砧船45.3〕 （外寸）：
22. ox 198. 0 I I 

1 9 吉祥坊本

I 絹
本

I
14 

I 
(内寸） 128.5Xl4i.O 〔外2輻36

,
1 s889. 5 I有 1�応2年(I866) \ 

5中2幅37.〇〕 （外寸） 210. 5 X l 6 
. 6 

20 越中苔林本 紙門l （内寸） 173. 0X90. 0 (外寸） 23 15570. 0 証ヽ.. . 

.OXIOS.O 

58 



糾江 充／立山妥茶羅の区l像描写に対する;l,ぽ礎的研究

4

s

9

o

1

2

3

14 

15 

6

7

8

 

�

 

I 9 

20 

股歴

I 
fliii考 所蔵 所在

芦餅寺教順坊旧蔵本～ 冗来は芦餅寺教順坊本。文政期に龍潤が教順 個人政 愛知県中村区
犯潤旧蔵本～芦餅寺日 坊から買い受け補lEして使用。後に芦餅寺日
光坊旧蔵本～坪井家 光坊に渡る。日光坊と師祖阪係を結ぷ坪井家

に伝わる。
絵のモチーフや構図 ． 図柄は芦餅寺宿坊家に

1
個人蔵（来迎寺閲 窃山市

伝わる立山曼荼趾諾本と類似している。 ） 
絵のモチーフや椛図．殴柄は芦餅寺宿坊家に 個人蔵（大江寺屈 三重媒島羽市
伝わる立山致荼趾諾本と類似している。 ） 
絵のモチーフや部分的な図柄は芦絣寺宿坊家 個人滋（最勝寺屈 愛知媒知多郡
に伝わる立山伍荼羅諾本と類似している。 ） 
芦餅寺の木版立山禅定登山案内区）を拡大校写 個人蔵 立山町
して制作している。制作者と芦餅寺宿坊家と
の関係は不明。

面呆坊旧蔵本～稲沢家 元来は芦餅寺揺泉坊に伝わる。 個人蔵 立山町

芦絣寺宿坊家旧蔵本～ 芦絣寺宿坊家に伝わる。 立山開発鉄道 rn 窃山市
）蔵

芦餅寺日光坊旧蔵本 元来は芦絣寺日光坊に伝わる。 個人蔵 上市町
絵のモチーフや枯障I・図柄は芦餅寺宿坊家に 個人蔵 魚注市
伝わる立山没荼趾諾本と類似している。
芦餅寺大仙坊に伝わる。 個人蔵 立山町
芦餅寺相哀坊に伝わる。 個人蔵 立山町

芦餅寺大仙坊に伝わる。 個人蔵 立山町

芦始寺日光坊旧蔵本～ 元来は芦絣寺宝泥坊に伝わる。 個人蔵 立山町
芦餅寺宝泥坊旧蔵本～
筒井家

芦絣寺善道坊に伝わる。 個人ii:足 神奈川媒藤沢市

佐伯省次氏の'CJ'祖母と 芦絣寺門前百姓嘉蔵家（文化10年の宗門改飯 個人蔵 立山町
く（元治元年生） の兄 から記載が見られる）で制作された。姦蔵の
弟佐伯久松 3男佐伯久松が明治入り立山信仰を布教し、

絵解きに使用していた。
芦姑寺日光坊旧森本～ 冗来は芦餅寺日光坊の所蔵。同坊と師招関係 個人蔵 愛知屎中村区
坪井家 を結ぶ坪井家に伝わる。
芦絣寺雄山神社祈頌殿 芦餅寺相兵坊が所蔵する以前は、芦絣寺雄山 個人蔵 立山町
旧蔵本 神社祈頌殿の所蔵であった。

芦餅寺宝泉坊に伝わる。宝泉坊と師柑関係を 個人蔵 窃山市
結ぷ西尾藩主松平采全が描いた作品。後に宝
泉坊に泰納される。
芦絣寺吉祥坊に伝わる。吉祥坊と師祖l関係を 個人蔵 束京都世田谷区
結ぶ岡崎格主本多忠民の主森で皇女和宮を施
主とし江戸の絵師に描かせ同坊に奉納した。

平井氏旧蔵本～ 絵のモチーフや椛医・図柄は芦絣寺宿坊家に 越中芯林蔵 窃山市
伝わる立山妥荼踊諾本と類似している。
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3

3

3

3
 

34 

35 

36 

37 

38 

9

o

l 

3

4

4 

番号 苫本名 索材 輻私 法絨（縦cmx横cm) 法依（本紙 哀苫 成立年次
面和Crri) き(T.,

有無
2 1 窓山屎立図：占館本絹* 4 （内寸） 133. ox 153. 〇（外寸） 14 20349. 0 有

0. 0 X 2 I 0. 0 

2 2 泉蔵坊本 絹本4 （内寸） 122.0Xl34.0 16348. 0 無
2 3 立山町本 紙本4 （内寸） 122 5 X I 24. 0 15190. 0 無
24 坂木家本 紙本4 （内寸） 134. 5Xl47. 〇〔外2椛34. 19771. 5 有

5中2幅39. 〇〕 （外寸） I 70. 3X I 5 I 
. 8 

2 5 日光坊B本 紙本3 （内寸） I 10. 0 X 90. 6 09966. 0 無
2 6 玉泉坊本 絹本1 （内寸） 94. 0X47. 0 (外寸） 158. 04418. 0 燕

ox 63. 2 
2 7 日光坊 A本 絹本1 （内寸） 41. 0 X 54. 5 (外寸） 124. 02234. 5 無

0 X 64. 0 
2 S 玉林坊本 紙本4 （内寸） 143.0X202.0 28886. 0 無
2 9

1

中道坊本 紙本4 （内寸） 124. 7 X 2 25. 0 (外寸） I 9 28057. 5 無
3. 3X 242. 0 

3 0 西田又術館本 紙本 4 （内寸） 150. 0 X 2 24. 0 33600. 0 無

3 1 桃原寺本 紙本4 （内寸） 156. OXISS. 〇〔47. ox 4 29328. 0 無
幅〕 （外寸） 183. 5 X 192. 0 

3 2 伊膝家本 紙本2 未測定 未測定 無

3 3 竹内家本 紙本4 （内寸） !35.0XJ90. 〇〔47.5 X 4 25650. 0 無
幅〕

34 志底家（新太郎）本 紙;;i;! （内寸） 137. 0XS6. 0 (外寸） 19
, 

11782. 0 有

1

天保7年(IS36) 
.SXl05.0 

3 5 市神神社本 紙本1 （内寸） 102. OX55. 5 (外寸） 169 05661. 0 無 文化3年(I806) 
. 0X70. 0 

3 6 立山栂物館本(l::j 紙本2 （内寸右） 131. 7X58. 8 (内寸左 15487. 9 有 文政2年(1819)
栢家旧蔵本） ) 131. 7 X 58. 8 (外寸） 214.5X65 

. 6 
3 7 称念寺 A本 紙本2 （内寸右）175. 8X90. 5(内寸左）I 75 31827 S 無

. 5 X 90. 7 (外寸右）209. 5 X 95. 8 (外
寸左）200. 7X 95. 5 

3 8 称念寺B本 紙本 2 （内寸右）152.IX67.8(内寸左）152 20S34. 9 

I

有 文化 1 0年(1811
. 5X69. 0(外寸右）194. 0X71. 3(外 ） 
寸左）I 99. OX 72. 6 

3 9 村上家本 紙本 I 未測定 未測定 無．． 

40 藤縄家本 紙本 2 （内寸右） 94. 0X55. 7 (内寸左） I 2 I 96. 6 無
124.3X56.0 

4 1 称名庵本 紙本I （内寸） 90. 5X76. 7 (外寸） 154. 06941. 3 無 箱｀天保14年(1843
5 X 93. 0 )7月
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版歴 価考 所蔵 所在

絵のモチー フや構図 ． 図柄は芦餅寺宿坊家に 窃山媒立図：苔館.i:l 窃山市
伝わる立山災荼疵と類似する。哀：占から遠江
困の磐谷が既存の立山曼荼趾を校写したこと
がわかる。
芦餅寺泉森坊に伝わる． 個人森 窃山市

長立坊I日蔵本～立山町 元来は芦餅寺長党坊に伝わる。 立山町蔵 立山町
揺泉坊l日蔵本～坂木家 元来は芦餅寺揺呆坊に伝わる。 個人蔵 立山町

芦餅寺日光坊に伝わる。 個人蔵 立山町
芦餅寺玉泉坊に伝わる。 慨人政 立山町

芦餅寺日光坊に伝わる。 個人森 立山町

岩餅寺玉林坊に伝わる。 個人蔵 窃山市
制作当初から表装は施 岩餅寺中迫坊に伝わる。 個人蔵 立山町
されていなかった。去
装は立hりで

絵のモチー フや椙図・図柄は岩絣寺宿坊家に西田芙術館森 上市町
伝わる立山妥荼紐沼本と類似している。
絵のモチーフや椛図 ． 図柄は岩絣寺宿坊家に 個人紐（桃原寺蔵 魚律市
伝わる立山伍荼紐諾本と類似している。 ） 
絵のモチー フや構図 ． 図柄は岩餅寺宿坊家に 個人蔵 小矢部市
伝わる立山曼荼趾諾本と類似している。
絵のモチーフや描[gJ • 図柄は芦餅寺・岩絣寺 個人蔵 滋賀媒甲質郡
両宿坊家に伝わる立山投荼趾を参考にしてい
るが 、 オリジナル的な要素も多く見られる。

小松谷御坊正林寺旧蔵 岩餅寺の木版立山名j\定登山案内図を拡大校写 個人政 立山町
本 して制作している。制作者と岩絣寺宿坊家と

の関係は不明．
岩餅寺の木版立山禅定登山案内図を拡大校写 個人蔵（市神神社 滋賀屎八日市市
して制作している。製作者と岩餅寺宿坊家と 政）
の関係は不明。

栃木屎足利市田中家～ 岩絣寺中迫坊と師祖関係を結ぶ越後因糸魚川 窃山県（立山梼牧 立山町
束京都大田区千烏窃低 の伝徒が文政2年に制作した。 館］森
家～立山博物館

構図．図柄は称念寺のオリジナルといえる。 個人蔵（称念寺沼店岡市
山絵図の様相を有する。 ） 

構図．区）柄は称念寺のオリジナルといえる。 個人蔵（称念寺蔵 硲岡市
山絵図の様相を有する。 ） 

絵のモチー フや構図 ． 図柄は岩餅寺宿坊家に 個人蔵 八尾町
伝わる立山給荼趾渚本と類似している。
構図．図柄はオリジナルといえる。 個人蔵 上市町

窃山市石田茄森家～立 鱈・囮柄は称名庵のオリジナルといえる。
1
宮山限［立山博物 立山町

山博物館 館］滋
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第2表：立山蕊荼羅に描かれた事物と各作品における有無
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第3表：立山坐荼羅全作品において70%以上の確立で描写された事物

No. 構成要索 ●全作品中 △全作品中 x全作品中
005 岩耕寺染落（※全体的な表現） 33 04 04 
018 白底（立山の上空に描かれる場合も有り） 30 01 IO 
019 熊を射る佐伯有頼、 或いは手負いとなって逃 31 00 IO 

げる熊を迫いかける佐伯有穎
020 矢を射られた熊 32 00 09 
025 芦餅寺共落・ 税内地（※全体的な表現） 38 02 01 
039 布拾（芦炉寺） 37 0 I 03 
041 漏堂（芦餅寺） 34 00 07 
043 宿坊家や門前百姓家の床合体（芦絣寺） 31 02 08 
102 聡栢i 36 02 03 
105 材木坂 38 00 03 
106 芙女杉 33 03 05 
107 禿杉 34 02 05 
108 称名沌 39 00 02 
112 ーノ谷の釦場 37 00 04 
113 ーノ谷の鎖場を登る禅頂登山者 33 00 08 
120 室堂（小呂） 39 00 02 
122 立山開山伝況における玉殿窟の場面、 或いは 39 00 02 

窟そのものを表す図像（※全体的な表現）
123 玉殿窟に妬現した矢疵阿弥陀如来 、 或いは矢 30 01 I 0 

疵がない阿弥陀如来、 俯など
125 阿弥陀如来如現の盆験にひれ伏す 佐伯有頼（ 34 00 Qi 

慈邸上人）
129 祓棠 29 06 06 
130 ーノ越 38 00 03 
131 二ノ越 38 00 03 
132 三ノ越 37 00 04 
133 四ノ越 36 00 05 
135 立山匝上社殿（立山蜂本社） 40 00 01 
136 雄山 40 00 01 
140 浄土山 36 00 05 
141 別山 38 00 03 
142 録岳 38 00 03 
145 浄土山の幽舎 31 00 I 0 
146 別山の棠舎 36 00 05 
148 剋岳の塔（自然の塔） 37 00 04 
157 別山の硯ケ池 30 OJ 10 
158 前掲項目以外の山中渚堂社※ 39 00 02 
159 前掲項目以外の参詣者・禅頭登山者※ 34 00 07 
173 獄卒が亡者を炎上する鉄車に釆せて引き廻す 30 00 11 

（阿毘至大地獄の鉄車）
187 血の池地獄 33 01 07 
197 吝生道 30 01 10 
204 針山地獄(� 岳） 30 02 09 
205 在の河原※ 33 03 05 
206 在の河原の地政菩社 30 00 II 
207 在の河原で石栢みをする子供たち 31 00 10 
214 月輪 29 00 12 
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第4表：芦蛉寺系立山曼荼羅全作品において80%以上の確立で描写された事物

No. 構成要素 ●芦餅寺系 △芦絣寺系 x芦餅寺系
001 布施城（布施館） 23 00 04 

025 芦絣寺染落・ 悦内地（※全体的な表現） 27 00 00 

038 閻炭堂（芦絣寺） 24 00 03 

039 布柏（芦餅寺） 26 00 01 

041 唱堂（芦餅寺） 24 00 03 

043 宿坊家や門前I百姓家の床合体（芦餅寺） 22 00 05 

046 閥／炎幽の中の閻阪王 23 01 03 

052 布栢泄狼会 、 或いはそれをイメ ー ジした祭礼 24 00 03 

の図柄（※全体的な表現）
057 引浮師式衆（阿閑梨） 23 00 04 

058 引苺師式衆（その他） 23 00 04 

061 女性或いは男性の布梃泄碩会参列者 23 00 04 

066 来迎師式衆（院主） 23 00 04 

067 来迎師式衆（その他） 22 00 05 

078 布橋湘頂会に敷かれた白布 23 00 04 

079 布栢の四方を囲む杉の大木 22 00 05 

084 嬌堂川の大蛇 22 00 05 

091 衣椀樹 22 00 05 

102 藤抵 25 00 02 

105 材木坂 26 00 01 

106 炎女杉 23 01 03 

107 禿杉 23 01 03 

108 称名滝 26 00 01 

112 ーノ谷の鎖場 24 00 03 

113 ーノ谷の釦場を登る神M登山者 23 00 04 

120 立堂（小尻） 26 00 01 

12 2 立山凋山伝説における玉殿窟の場而 、 或いは 26 00 0 I 

窟そのものを表す図像（※全体的な表現）
125 阿弥陀如来如現の霊験にひれ伏す佐伯有頓（ 25 00 02 

慈OO上人）
130 ーノ越 25 00 02 

13 l 二ノ越 25 00 02 

132 ーノ越 24 00 03 

133 四ノ越 23 00 04 

135 立山碩上社殿（立山峰本社） 26 00 01 

136 雄山 26 00 01 

140 浄土山 25 00 02 

141 別山 26 00 01 

142 錬岳 26 00 01 

146 別山の堂舎 24 00 03 

148 録岳の塔（自然の塔） 25 00 02 

158 前掲項目以外の山中祐堂社※ 25 00 02 

159 前掲項目以外の参品者・禅碩登山者※ 25 00 02 

173 獄卒が亡者を炎上する鉄車に乗せて引き廻す 23 00 04 

（阿毘至大地獄の鉄If()
187 血の池地獄 24 00 03 

188 血の池地獄に堕ちた女性の亡者 23 00 04 

197 畜生道 22 00 05 

204 針山地獄（効岳） 24 00 03 

205 在の河原※ 24 00 03 

206 衣の河原の地荘菩祓 23 00 04 

207 在の河原c石和みをする子供たち 23 00 04 

213 日輪 23 00 04 

214 月綸 24 00 04 
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第5表：岩蛉寺系立山曼荼羅全作品において78%以上の確立で描写された事物

No. 

005 
006 
009 
010 
0 II 
012 
013 
014 
016 
018 
019 

020 
023 
025 
039 
041 
IO 2 
105 
106 
107 
108 
112 
120 
122 

123 

125 

12 9 
130 
I 3 I 
132 
133 
134 
135 
136 
137 
140 
141 
142 
143 
145 
146 
148 
155 
157 
158 
170 

173 

187 
197 
205 
207 
210 

70 

堕
体

成要索
岩紡居豆

（
恥
岩

姪
餅

（※全 的な表現）

岱御
寺）

社坦（岩絣寺）
拝殿堂一マ（箸岩

餅寺）
溝 餅寺）
鈍桜棠（岩絣寺）
渚末社（岩使

塔
寺）

宝塔（五重 或い戸は三狙塔否涵（謬岩餅寺〕）
宿堕底家や門1i1! 百姓 餅寺）
白 （立山の上空に描かれる均合も有り）
熊を射る佐伯有頼、或いは手負いとなって逃
げる熊を迫いかける佐伯有頼
矢を射られた熊

芦罪
娼
千t""垣豆

狂

（'
落
芦
芦 蕗�

餅寺
'¥・玖

）

) 内地（※全体的な表現）

藤祇

材文木女 坂
杉

禿杉
称名沌
ーノ谷の頚場
宝堂（小松）
立山flり山伝況における玉段窟の場面、或いは
窟そのものを表す図俊（※全体的な表現）
玉殿窟に如裂した矢疵阿弥陀如来、或いは矢
疱
阿

がない阿弥如-陀現- 如来、 佃など
弥陀如来 の認験にひれ伏す佐伯有ぷ�(

慈典上人）
祓堂
ーノ越
二ノ越
二ノ越
四ノ越

延五ノ
立山預上社殿（立山蜂本苓1)

雄山
大汝山
浄士山

闘
大汝山の堂舎
浄土山の堂合
別山の堂合
録岳の塔（自然の塔）
刈込池
別山の硯ケ池
前掲項目以外の山中諾堂社※
奴卒

峠
が亡者を鉄釜の然潟の中に投げ込み煮る

（ 処） おう熟処等活地獄
獄 亡者を炎上する鉄ホに釆せし引き廻す
（阿坦

池
至

地
大地拭の鉄車）

血の 獄
吝生迫
在の河似-

似
.-, ※ 

安の河 <.: 石和みをする子供たち
阿弥陀如来と観音菩鋭・努至菩萩の 一 ）芥来迎

●岩餅寺系 △沼餅寺系 x岩餅寺糸
09 00 00 
07 00 02 
08 01 00 
09 00 00 
OS 01 00 
08 00 01 
09 00 00 
09 00 00 
09 00 00 
07 00 02 
08 00 01 

OS 00 01 
08 01 00 
OS 00 01 
08 00 01 
08 00 01 
08 00 01 
OS 00 01 
OS 00 01 
08 00 01 
OS 00 OJ 
09 00 00 
OS 00 01 
09 00 00 

07 00 02 

07 00 02 

07 00 02 
08 00 01 
08 00 01 
OS 00 01 
08 00 01 
OS 00 01 
09 00 00 
09 00 00 
07 01 01 
08 00 01 
09 00 00 
09 00 00 
07 01 01 
08 00 01 
09 00 00 
09 00 00 
08 00 01 
09 00 00 
09 00 00 
07 00 02 

07 00 02 

07 01 01 
07 00 02 
08 01 00 
07 00 02 
07 00 02 



面江 充／立山妥茶社'(の区1像描写に対する1,韓礎的研究

第6表：その他の立山妥荼羅全作品において80%以上の確立で描写された事物

No. 棉成要索 ●その他系△その他系 xその他系
105 材木坂 04 00 01 
108 称名沌 05 00 00 
I I 2 ーノ谷の鎖場 04 00 01 
113 ーノ谷の釦場を登る禅I兵登山者 04 00 OJ 

I I 9 , � 度石 04 00 01 
120 室盛（小[:ii) 05 00 00 
I 2 2 立山I)り山伝説における玉殿窟の場面 、 或いは 04 00 01 

窟そのものを表す図像（※全体的な表現）
129 祓堂 05 00 00 
130 ーノ越 05 00 00 
I 31 二ノ越 05 00 00 
132 ニノ越 05 00 00 
133 四ノ越 05 00 00 
134 五ノ越 05 00 I 00 
135 立山碩上社殿（立山峰本社） 05 00 00 
136 雄山 05 00 I 00 
158 前掲項目以外の山中祐堂社※ 05 00 00 
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第8表：立111曼荼羅制作主体0)多様性

73 

類型 発顆者 発注者 制作者 受納者 使用者 該当作品
0 1  立山衆徒 立ill衆徒 打山衆徒 立山衆徒 立山衆徒 坪井家（義昭） Bt,s; 
02 立山衆徒 立Iii衆徒 信徒 立山衆徒 立山衆徒
03 立山衆徒 立山狼徒 絵師 立山衆徒 立山衆徒
04 立山衆徒 立山衆徒 絵師や信徒以外の人物立山衆徒 立山衆徒
05 立山衆徒と信徒 立山衆徒と信徒 立TIT衆徒 立山衆徒 立山衆徒
06 立山衆徒とに徒 立山衆徒と信徒 信徒 立111衆徒 立山衆徒
07 立山衆徒と信徒 立山衆徒と信徒 絵師 立山衆徒 立山衆徒 善道坊本
08 立山衆徒と信徒 立111衆徒と（財徒 絵師や信徒以外の人物立山衆徒 立山衆徒
09 立山衆徒に近緑の人物立tlt衆徒に近棧の人物 立山衆徒に近緑の人物立1L1衆徒 立山衆徒
10 立山衆徒に近緑の人肋

堕
物

j
＇， 立Ul衆徒に近様の人物立山衆徒に近緑の人物立11, 衆徒に近緑の人物立山衆徒に近椋の人物

II 立tLJ衆徒に近緑の人 立山衆徒に近緑の人物絵師 立山衆徒 立山衆徒
12 立山衆徒に近緑の人 立山衆徒に近緑の人物絵師 立山衆徒に近緑の人物立山衆徒に近禄の人物 佐伯家（省次）本・坪井

家A本の苦き逍し,�
13 信徒 信徒 信徒 立111衆徒 立山衆徒 宋泉坊本・宮山県立脳

帯館本

I : 
1
1
4 5 

信
信徒
徒 信徒 信徒 (i徒 信徒 高橋家IR蔵本

信徒 絵師 立山衆徒 立11.J衆徒
I 6 信徒 信徒 絵師 信徒 ｛廿徒

�I信
訊

徒
立I LI衆徒 絵師 立111衆徒 立山衆徒17 吉祥坊本

18 信徒 絵師や信徒以外の人物
物

巨
信

也
徒

担包徒 立山衆徒

2
19 
0 

信徒 信徒 絵師や信徒以外の人 信徒
立山衆徒や信徒以外の立山衆徒や信徒以外の立山衆徒や信徒以外の立山衆徒や信徒以外の 立山衆徒や信徒以外の
人物 人物 人物 人物 人物

21 立山衆徒や信徒以外の 立山衆徒や信徒以外の立IIJ衆徒や信徒以外の立山衆徒 立山衆徒
人物 人物 I人物

22 立ill衆徒や信徒以外の立山衆徒や信徒以外の立11, 衆徒や信徒以外の近隣の寺社抒 殷/1/j寺本
人物 人物 人物

23 立111衆徒や信徒以外の 立山衆徒や信徒以外の 絵師 立山衆徒や信徒以外の 立山衆徒や信徒以外る 称念寺B木
人物 人物 人物 人物

24 立山衆徒や信徒以外の 立山衆徒や信徒以外の 絵師 立山衆徒 立山衆徒
人物 人物＇25 立,,, 衆徒や信徒以外の立山衆徒や信徒以外の 絵師 近隣の寺社等
人物 人物
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第10表：立tlJ曼荼羅諸本における布橋i飢員会の描写状況（来迎寺本）

ヽlヽl

項Mil号 項目内出
00 来迎N* Cl出品呂1)02) 
0 
0 
03 

2 1 不左
明

か
棟
ら鳩

追
堂. 1\)1/i, 閤H至; )) I IJから第211の間 ．

訂せ
0 4 は4一茶色. ,J'i! →頑い緒茶色• ,E西foき
0
0 

5 6 閲如只モのみ. r�1、&'J.

0 7 足沿
0 S 里
0 9 翌フレ ー ム→朱色 ． 覧1!l→茶色. r:m→目かれず ． 正白向さで昂阻の第分!HJじ11ている ．

1 0 をUで3Ri'<に分It 、 それぞれの区丙l:llHつ. ""せて311の湯8を栢<. r.i 

11 焦
I 2 里
I 3 尺
1、1 竺の正面を召げばiiJ佳．

I 5 木色. "111珠1:1令色．

憎
右か

l_
(と

ら
鳩
た

o)ヘ
竺
か

jf. '"-�西 . 閻店立
布

11it衰と•JI<していないようである ．

って 、 内のMlから渇立1こかけて．
I 9 布-·そ

ほの
の
I: の

式
向

泉
かってli.!ill:�

ほ
i;i

上
.
に

う→その位べ
けた

哀向かって右G'Iにお西行（女Ii)→弓l導ら
fj • 逼竺I.)の 布 向t早をつ 女性． 湯st/1)の右!.o!,'!iこ,;; して台平する白

伎束の男仕．
20 •JI導話!SI.む西むーt'J芸京・t'J笠. mHう→法衣・'ll�. 式�-法衣（黒） ．妥I>.. 来

赤
�
しioc:1 来迎幻→法衣・7lll:·lil子 ． 式宋→ it衣（黒） . 7lll:. 温竺nの布ti Iの女仕一•

衣伎・元If,
2 l 弓1導Mf.l: 引導いー・檜m 赤色 ． 式哀→1.11. 京迎-,:, . 来迎筍-'I•�.' 宋―'L11,
2 2 20名
23 5名でいずれも女住．

2 ,I 白兵求1 ・白苔
2 5 け迫1こ昔こI↓している ．

2 6 /'I 
2 7 廿fflしている
2 8 辺別できず、

2 9 ＂ 
3 0 見らItる ． 弓1導rn• 来辺olをはじ'�とする大京とぢ面人 ．

3 I I木
3 2 布!lのliCIから瀑望l'lヘ
3 3 'fl (白色）
3
3 
3 

4 
5 6 11 人ィ；る可鯰ことはできない

3 7 有（男仕） . J;. 柁がnを同けて待ち1鼻えている ．ー3 s 只
39 貝

4 
4 

0 
I 

鴻＂1;tの右wこ． 衣碩柑の下で女11の衣円を税がせる鬼が目かれて石る：

�2 焦
4 3 � 
4 4 � 
4 
46 

5 差
!'I 

4 7 -�
_}\ “販塔が用かIしている．

50 nき召された白布の- 1: 這耳がみられる．
5 I 7i凩Ill!.ら11ない． 揖印だけで文えている ．

5 2 布
r:f
惧

'1.
�rn会の1l1西1:1『t+lf:¥.A本』と同llの措図をとなMl�湿隕会のIf.式においては梵
は用屹していない ．

第10表：立山曼荼難諸本における布橋罹頂会の描写状況（大江寺本）
項Hi. 号 項n内古
00 大i.[寺,,. (fl・品苗fJO 3 )
0 1 不明
02 左から閲只竺. Mill. 瀑竺• I�Jr,, で. □ 百1こ向かって右下閃．
03 入“屋i!i
0·I 昂円→茶色． しI!.!→茶色 ． フレーム→朱色．

0 5 閲只王を中心として左til: 冥nがl名すつ目かれている. /ii)、的 ．

0 6 尺
入けは追·"' 

0 9 フ1, ーム→朱色． 閲Q→柑色． 釦'l→金色． 昼柑→茶色．

1 o 鳩立内を仕で3仄内に分け、 それぞれの区<'iiこ,nずつ.'片せて3Hの;,aqを措<. I,! 人
的．

11 呈
I 2 呉

I 3 貝

� I 
I 
I 
I 

4 5 
6 
7 

写の正団を>.<!fl! 可楼 ．

木色. Iii主珠け金色．

両面に向かってにから6へ．

布惧 ． 温竺
I 
I 

8 
9 

布ほのと手訂から布9月を“て溢立まで．

因面に向かって布llのと手訂から． 式束一•弓1.,;,5-わ甜者． 白釦：向かって/j(!iの右手t
から． 来荘i5-•itR (天丑1ヤ・hllう） ．

2 0 弓l導らjr.J: 式,.→法衣（仄色） ． ぅl導筍→it. 衣（黄色） ．匁11,. ぢ函行→白店束・白万E
来荘的日．来疫幻→法衣（色彩9註籾）できず） ．笞裟 ． 式釆-iJ.t((/l\) • 

2 I うl導約r:1:;約1できず． 来迎筍f,J・来迎笥→云別でさす ． べ尽ー天li-1�.
22 l 0名
2 3 2名で1t別11祖別できず．

24 ,.,1� 束. w の色け込別できす ．

2 5 R辺に昔こなしている ．万―6 践別でさず．

2 7 サけている ．

2 8 只別でさず．

2 9 尺
3 0 Jl.られない．

3 I J),. 
3 2 t,t\の向かって た 壌から這堂まで．

3 3 Ii, i\il/iの口J; のt;にMびflけら/lている ． フ1,--ムが芥色で木H、,,,白色 ． 足の紀分1わ力
色．

3 4 毀
3 5 人1しない．

3 6 ィ；可陸
3 7 f1交の男11が布ほから転店している． 人佗1,<flちかまえている．
3 S /'{ 
39 ,._ 
40 t<fll!llの.l:1ころ況力県られる ． ＊のト�にIU<をHがれた男女が見られる．

4 I 
焦

芥い揖のみが措かれている ．

4 4 生きた牛その ものが拮1,•llている ．

4 5 躾
4 6 .. ．． 
I 7 .... 
•I 8 " 
�9 com 岱が1苔かれている ．

5 0 只
5 I “凩1月5かIIていない.'引1,だけで支えている．
5 2 Ir, 杓の大',:!l;l荼11である ．

改旨

涅
＼
臣
E

図
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泣
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甜
烈
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圭
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第10表：立ill曼荼罹諸本における布橋灌頂会の描写状況（旧真坊B木）
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第10表：立山曼荼羅諸本における布橋灌頂会の描写状況（大仙坊A本）
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第10表：立山曼荼罹諸本における布橋泄頂会の描写状祝（佐伯家本）
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第lO表：立山曼荼羅諸本における布橋罹頂会の描写状況（坪井家B本）
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第10表：立山曼荼羅諸本における布橋灌頂会rJ)描写状況（日光坊A本）
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項目斎号 項目<'l<I
0
0 

0 l n光坊.A* (2 7) 
,r-,11 

0 2 とから閥店堂 ， 布ほ ， 俎堂. I椙全てが/;!�ill頂会のほ耳に当てられる ，

03 奇怜造
0 ,I フレームー�,色． 駐柑一茶色 ．

05 固Q".£を巾心に/£/iiこ¥官Iも5つ. r�J、 (/J,
閥R'.l: の机がみられる ． 机1こ1: 弓百がみられる ．

人a墨追
0 8 ＂ 

09 フレ ー 1、 → �, 色． 屋根→ I., 色. r.mー白色。 中m-<!llt色，

I 0 0:/i!litilかれていない．

11 人I) L11l(!iJ• �-そ てその日：'lがみら1る．

I 2 .Ii\ 
1 3 頁

玉
達の止＾ 西をWflt可鯰 ，

�J..l� は木色 ． 擬宝氏は金色．

I 6 li.から右（沢
f!l

咲望から布慎をHて滋tiへ）
I 7 閻只竺 ， 布 ， ば竺
I 8 閻暦竺から布頃を紅て

の
鳩

左千
せまで．

I 9 田西1:向かってi,I� 計から. h\1,\-• 式宋ー・うl導;)-•-X五Iヤ―•お面計• Gl面に向かっ
てf:it釦のI, 手粕から． 式弐-,m→来迎筍→ 天li/.j→ 式衆→ 芦

呆
因．

20-1 •JI導切(�: ,�, う→ .i. 京再姿 ． 式只→ it衣（累） - l'l�-式 =•ittく（灰色）．匁裟弓l
渭幻→法衣（赤） ．匁�.,; 五l!r-•t,姿 、 お元者ー白技点・笠．

2 0 2 来迎t冗l·W
—i
日
た
1
t
勺
く
→ iU, <: ヽ\) . 投1i:: 、 9引う

(
→'
/

冠 ・ 束可送ぷ荘筍 ー法衣(�) . 旧T-,
笞11;. ,{尿 （烹）．汲11;. lil因→杖 ） ．

2 I うl弔
11

�
\>I

1r.1 • �
ir. 
tt
了

-•ll
呑

m
炉
m
．

樟
天

に
酋
取/clられている） ． べ釈→ ir.11,

約
.祓

r.,
. l

式
�. 苓 ． 横笛 ・

I
若
与

け
一. ., ー ・栢 I与→夭笞. tJ詣召→ f(! 朱． 必"l1 • 宋→t'I渇け

>}. 来む笥→中i'/. 式泉→註・観 ． 天五Ii→天五 ． さ囚ー笞HのIf.
2 2 5 S名
2 
2

3 � 卜
I
I 5名で女仕．
I}� 束， 吊の色11茶色 ・ 水色，

2 5 甘過1· 廿こな ている．

2 6 � 
2 7 8けている．

2 S 足袋を用いている．

i� 貝
見られない．

3 I 3本
3 2 問g竺のtlのgドからがえをtiて這竺 ,«,nまで ．

3 3 赤いけ（中は村色）が右9責の口/;J: l本ずつ立てらIIている．

34 )a\ 

3 5 入ることがでさる．

3 
3

6 7 可佳

廿：
,t 0 .l\ 

4 I Ii 
•l 2 “、培区1こ格文が見られる．

4 3 只
•l·l 有

4 5 Yi 
-Ill ＂ 

4 7 (i 
,I 8 石油！りが群止している．

4 5 9 
0 

仁モHの,�,こ(,lf»が搭かれている． 湛竺の後方に ． ＝軍1和が月かれている．

" 

5 
5 

2 
I 

凶当作叫品 砂
れている

．

I�. Int, 沿頂会の坦ゴのみを合ヰ ている，

弐
酋

掛
＼
ぃ自

伝覇
四ミ
羞
黍

華さい
溢
1
図〖
慈
き
圭
泌
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第11表：立山曼荼羅諸本の分類（術江分類）

配； 作品名 新類系|。 11坪井家（麟） A· 土頑寺系A元来は日光坊本．芦絣寺日光坊とi『関係を姑ぶ坪井家に伝わる．芦餅寺
敦応坊の所蔵品を文政期から天保期に泥泥が四い受け補筑して使用してし
たが、後に日光坊へ．

02来迎寺本 芦餅寺系B図柄モチーフは芦餅寺宿坊家に伝わる立山坐荼堀祐本と類似している。
0 3大江寺本 芦餅寺系B図柄モチーフは芦餅寺宿坊百aこ伝わる立山曼荼紐芯本と類似している。
o 4 hl勝寺本 芦絣寺系B図柄モチーフは芦絣寺宿坊家に伝わる立山及荼趾沿本と類似している．
0 5多賀坊本 芦餅寺系B芦餅寺の木版立山禅定登山案内図を校写して制作されている。制作者と芦

餅寺宿坊家との関係は不明。
0 6面涙塚本 芦餅寺系Aもと芦餅寺遥丞一に伝わる。
0 7

� 乱翌翌泣（佐芦餅寺系Al もと芦餅寺宿坊家に伝わる。

0 S記光寺本 芦餅寺系Aもと芦餅寺日光坊に伝わる。

� � 羹麟贔一→翌昇!\�髯に認悶翌坊家に伝わる立山父茶趾湿本と類似している。

l l 相只坊 B 本 芦餅亙匿藍空野距蒜に伝わる。

旦醤瓢こ口悶誓：1＼栞謬霜塁悶：
l 4 函近玩沐 芦餅寺系A 芦研寺西辺坊に伝わる。
l 5

1

屈咋（省次）本＼芦餅寺系A

l

芦餅寺I'輝I百姓ぶ匹家（茄蔵家は文化 10年の宗l"J改仮から記載が見られる）
で制作された。応末期嘉蔵家の3男佐伯久松が明治に入り立山に仰を布教
し 、 絵解きに使用していた。

l 6 坪井家（義昭） B· 一芦餅寺系A 元来は日光坊本．芦餅寺日光坊と師祖関係を結ぶ坪井家に伝わる．
l 7相以坊A本 芦餅寺系A芦餅寺相真坊に伝わる。元来は芦餅寺雄山神社祈即殷所蔵であったといわ

れている。
1 S\宝点玩云 芦餅寺系A芦餅寺宝泉坊と師棺I関係を紀ぶ松平釆全が描いたもの。おそらく宝泉坊ガ

使用していた既存の立山妥荼趾を釆全が校写したようである。
l 9 苫祥玩沐 芦餅寺系A 芦研寺

―
古祥坊と師柑関係を結ぷ本多忠民が皇女和宮も巻き込んで吉祥坊に

奉納したもの。

��� 存の立山四茶趾を応した。"'那坦の関係カ
門

亙中、'i林本 芦餅寺系B図柄モチーフは芦餅寺布坊家に伝わる立山妥荼羅石本と類似している。
2 l窃山眼立図苔磁 芦餅寺系B図柄モチーフは芦餅寺宿坊＇采だ豆石苛庫鯰四ぶを頑似している。i

2 2垣翌本 1芦絣寺系A芦研寺栞蔵坊に伝わる。
2 3芦町一本 芦餅寺系A

二
立嬰坊に伝わる。

24坂木家本 芦妍寺系Aもと芦餅寺郎呆坊に伝わる．
2 5日光坊B* (3内，芦餅寺系 ． 芦餅寺日光坊に伝わる。

1 □翌註：三悶喜悶塁悶：
I 

2 8玉林坊本 岩餅寺系A岩絣舌宝孔坊に伝わる。
29中迫坊本 岩餅寺系A岩餅寺中近坊に伝わる。
30西田又術館本 岩餅寺系B図柄モチーフは岩絣寺宿坊家1こ伝わる立山給荼/JJ1話本と類似している．

岩餅云柄モチーフは岩餅言百祈汝に伝わる立山曼荼置中本と類似している。
3 l桃似寺本 出餅寺系B図柄モチーフは岩餅寺宿坊家に伝わる豆正豆案瓦面云と類似している．
3 2伊藤求本
3 3竹丙茂玄�盛酢系B図柄モチーフは岩餅寺宿坊家に伝わる立山坐荼趾祐本と芦餅寺布坊亥に伝

-----:t 
ーニーわる立山曼荼趾祐本の両方の内容を参考としている。

34戸芦
一

郎） ―-
口
➔�丙で深版立山禅定登山案内図を拡大如して制作されている。制作者

と必餅寺布坊家との関係は不明．
3 5市禅師在* I岩餅寺系B岩餅寺の禾版豆山till定登山案内図を拡大校写して制作されている．制作名

と岩餅寺宿坊・ぶとの関係は不明．
函絣寺系Al岩·餅寺中迫坊と師祖ljij係を結ぶ越後糸魚川の俗徒が文政期に制作した；

口冒旦［三��各認竺悶翌認門雪悶嘉鍔低

楠図．図柄はオリジナル。
国廊のオリジナル。二
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